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平日（月曜～土曜）午後 5時～翌朝 8時　日曜 /祝日 /年末年始（12/29 ～ 1/3）
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月
の
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コ
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６
年
度
施
政
方
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令
和
６
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度
か
ら
の
権
限
移
譲

～
住
み
続
け
た
い
と
思
え
る
地
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に
～

ち
く
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ん
交
流
会
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開
催
！
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　美郷町備長炭製炭技術保存会は令和６年２月２８日（水曜日）、北郷入

下地区において日向備長炭の原木であるアラカシの植樹を行いました。

アラカシを未来へ繋げていくことを目的に毎年行っているもので、今年

は１,６００本を植樹しています。

　美郷町では江戸時代から製炭業が盛んに行われ、その活動により３０

年間隔でアラカシを伐採します。伐採された株が萌芽することで山が若

返り、周りの川や生き物、そして地球環境を守ることに繋がっています。

　美郷町西郷ニューホープセンターで、第４回美郷町異業種交流サロンが開催されました。

　このイベントは、地域ぐるみで取り組む６次産業化を推進するために開催するもので、本年は、

宮崎ひでじビール株式会社の永野社長をお招きして、「大いなる田舎・行縢から世界へ～」と題し、

実際に６次産業化に取り組まれた体験などを交えた基調講演を頂きました。

　また、大阪府にある摂南大学からは、ふるさと納税のデータを活用した分析研究の成果発表があ

り、今後、事業者の方と連携した商品開発等に活用する予定にしています。

　町内の事業者の方から商品開発事業を活用した新商品の紹介が行われ、新たなマーケットでの

販路拡大が期待されます。

　６次産業化に取り組みたい方がいらっしゃいましたら政策推進室までご相談ください。

未来へつなげるもりづくり

第４回異業種交流サロン開催
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令
和
６
年
度
・
美
郷
町
施
政
方
針

トピックス 町の話題

　

 

本
日　

令
和
６
年
第
１
回
美
郷
町
議
会
定
例
会
の
開
会

に
当
た
り
、
町
政
運
営
に
臨
む
私
の
初
心
と
主
要
施
策
の

概
要
を
申
し
上
げ
、
町
民
の
皆
さ
ま
並
び
に
議
員
各
位
の

御
理
解
と
御
協
力
を
賜
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
 

さ
て
、
我
が
国
の
経
済
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
３
年
間
を
乗

り
越
え
、
改
善
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
30
年
ぶ
り
と
な
る
高

水
準
の
賃
上
げ
や
企
業
の
高
い
投
資
意
欲
な
ど
、
経
済
の

先
行
き
に
は
前
向
き
な
動
き
が
見
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
な

が
ら
、
他
方
で
賃
金
上
昇
は
物
価
上
昇
に
追
い
付
い
て
お

ら
ず
、
個
人
消
費
は
依
然
と
し
て
力
強
さ
を
欠
い
て
い
ま

す
。
こ
う
し
た
中
、
政
府
は
「
デ
フ
レ
完
全
脱
却
の
た
め
の

総
合
経
済
対
策
」
を
策
定
し
、
デ
フ
レ
脱
却
の
た
め
の
一

時
的
な
措
置
と
し
て
国
民
の
可
処
分
所
得
を
下
支
え
す

る
と
と
も
に
、
構
造
的
賃
上
げ
に
向
け
た
供
給
力
の
強
化

を
図
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。
今
後
の
経
済
財
政
運
営

に
当
た
っ
て
は
、
こ
の
対
策
を
速
や
か
に
実
行
し
、
政
策

効
果
を
国
民
一
人
一
人
、
全
国
津
々
浦
々
に
届
け
、
デ
フ

レ
か
ら
完
全
脱
却
す
る
と
と
も
に
、
「
新
し
い
資
本
主
義
」

の
旗
印
の
下
、
社
会
課
題
の
解
決
に
向
け
た
取
組
、
そ
れ

自
体
を
成
長
の
エ
ン
ジ
ン
に
変
え
る
こ
と
で
、
民
需
主
導

の
持
続
的
な
成
長
、
そ
し
て
、
「
成
長
と
分
配
の
好
循
環
」

の
実
現
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

 

一
方
、
本
町
で
は
、
産
業
分
野
全
般
に
お
け
る
後
継
者

問
題
や
従
業
員
不
足
、
農
業
に
お
い
て
は
耕
作
放
棄
地
の

増
加
、
畜
産
業
に
お
い
て
は
飼
料
価
格
の
高
止
ま
り
な

ど
、
基
幹
産
業
を
取
り
巻
く
状
況
に
好
転
の
兆
し
は
見
え

て
お
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
令
和
４
年
９
月
に
発
生
し
た
台

風
14
号
の
災
害
に
加
え
、
令
和
5
年
8
月
に
発
生
し
た
台

風
６
号
の
災
害
に
よ
り
、
町
道
や
林
道
、
農
地
や
農
業
施

設
等
の
災
害
復
旧
工
事
は
、
令
和
6
年
度
以
降
も
継
続

せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
で
す
。

　

 

こ
の
よ
う
な
中
、
私
と
し
ま
し
て
は
「
す
べ
て
は
町
民
の

た
め
」
を
基
本
に
、
諸
課
題
に
真
摯
に
向
き
合
い
な
が
ら
、

地
方
自
治
の
本
旨
に
基
づ
い
て
、
効
果
的
な
施
策
を
推
進

し
て
参
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
る

町
道
等
の
災
害
復
旧
工
事
に
つ
き
ま
し
て
も
、
引
き
続
き

国
や
県
と
十
分
に
協
議
を
行
い
、
建
設
業
と
連
携
を
図
り

な
が
ら
、
迅
速
か
つ
着
実
に
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

 

ま
た
、
美
郷
町
で
は

「
第
２
期
ま
ち

・
ひ
と

・
し
ご
と

創
生
総
合
戦
略
」
に
基
づ
き
、
地
域
課
題
解
決
や
交
流
人

口

・
関
係
人
口
の
増
加
に
よ
る
定
住
が
促
進
を
さ
れ
る

た
め
の
計
画
で
あ
る

「
美
郷
町
地
区
別
定
住
戦
略
」
｟
通

称

:
ち
く
せ
ん
｠
を
策
定
し
、
令
和
５
年
度
か
ら
町
内
24

の
す
べ
て
の
行
政
区
で
、
地
区
が
主
体
と
な
っ
た
計
画
の

実
践
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

 

こ
れ
ま
で
顕
在
化
し
て
い
た
地
区
の
課
題
に
対
し
て
、

少
し
ず
つ
で
あ
り
ま
す
が
自
分
事
化
と
し
て
目
が
向
け

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
各
地
区
で

「
人
口
減
少
対

策
」
「
地
域
課
題
解
決
」
「
交
流

・
関
係
人
口
増
加
」
の
３
つ

の
目
的
に
沿
っ
て
様
々
な
事
業
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

 

今
後
も
各
地
区
と
の
対
話
の
場
の
設
定
な
ど
、
相
互
の

信
頼
関
係
を
築
き
つ
つ
「
無
理
せ
ず
、
前
向
き
に
、
そ
し
て

自
分
事
化
」
で
き
る
ち
く
せ
ん
活
動
を
推
進
し
て
ま
い
り

ま
す
。
こ
の
取
り
組
み
は
、
短
期
間
で
結
果
が
出
る
よ
う

な
取
り
組
み
で
は
な
く
、
ま
だ
種
を
ま
い
た
段
階
で
あ

り
、
「
継
続
は
力
な
り
」
を
基
本
姿
勢
に
、
こ
の
取
り
組
み

が

「
住
ん
で
良
か
っ
た
」
「
住
み
続
け
た
い
」
と
感
じ
る
こ

と
が
出
来
る
町
づ
く
り
に
つ
な
が
る
よ
う
鋭
意
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　

 

美
郷
町
に
な
り
18
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
時
代
の
流
れ

に
対
応
で
き
る
町
づ
く
り
と
と
も
に
、
心
の
絆
を
し
っ
か

り
と
結
び
、
田
舎
の
原
風
景
を
守
り
な
が
ら
、
お
互
い
が

支
え
合
う
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

 

以
下
、
主
な
施
策
に
つ
き
ま
し
て
、
そ
の
概
要
を
御
説

明
申
し
上
げ
ま
す
。

１
.
農
林
業
の
振
興

　

 

本
町
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
林
業
の
振
興
は
最
重
要

課
題
で
あ
り
、
重
点
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
特

に
担
い
手
の
確
保
と
育
成
対
策
の
充
実
を
図
り
、
農
林
業

の
振
興
と
地
域
活
性
化
を
推
進
し
ま
す
。

　　

 

農
業
の
振
興
に
つ
き
ま
し
て
は
、
日
本
型
直
接
支
払
制

度
や
新
規
就
農
者
育
成
総
合
対
策
等
、
国
県
の
農
業
政

策
を
活
用
し
、
農
業
生
産
活
動
が
継
続
で
き
る
体
制
づ
く

り
に
努
め
、
農
業
所
得
の
向
上
と
経
営
安
定
を
図
る
と
と

も
に
、
親
元
就
農
や
事
業
承
継
に
よ
る
新
規
就
農
者
の
確

保
を
目
指
し
ま
す
。
ま
た
、
昨
今
の
情
勢
を
鑑
み
た
支
援

を
行
い
、
栽
培
面
積
や
飼
養
頭
数
、
飼
養
羽
数
の
維
持
、

生
産
者
の
営
農
意
欲
向
上
に
努
め
ま
す
。
関
連
し
て
耕
畜

連
携
を
推
進
し
、
循
環
型
農
業
の
確
立
を
目
指
し
、
遊
休

農
地
化
の
抑
制
、
化
学
肥
料
低
減
定
着
を
図
り
ま
す
。
ま

た
、
将
来
の
農
業
や
農
地
利
用
の
在
り
方
等
を
明
確
化
す

る
「
地
域
計
画
」
の
策
定
を
令
和
６
年
度
中
に
完
了
し
、
本

町
農
業
の
振
興

・
発
展
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

 

林
業
の
振
興
に
つ
き
ま
し
て
は
、
森
林
整
備
計
画
の
基

本
方
針
に
則
り
、
適
切
な
森
林
施
業
を
推
進
し
、
県
が
提

唱
す
る
再
造
林
率
日
本
一
を
目
指
す
た
め
、
特
に
伐
採
後

の
適
確
な
更
新
を
山
林
所
有
者
や
林
業
事
業
体
に
強
く

促
し
て
い
き
ま
す
。
こ
れ
に
伴
う
林
業
事
業
体
の
強
化
や

担
い
手

・
後
継
者
の
確
保
、
人
材
育
成
を
含
め
、
森
林
所

有
者
の
意
向
調
査
や
大
規
模
保
安
林
化
、
作
業
道
の
整

備
等
、
様
々
な
事
業
に
森
林
環
境
譲
与
税
を
活
用
し
実

施
し
て
ま
い
り
ま
す
。
椎
茸
や
木
炭
等
の
特
用
林
産
物
に

つ
い
て
は
、
生
産
者
の
負
担
軽
減
と
作
業
の
効
率
化
を
図

る
施
策
に
よ
り
、
生
産
意
欲
を
促
し
、
生
産
量
や
品
質
の

向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

 

鳥
獣
被
害
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り

関
係
機
関
や
団
体
と
連
携
し
て
、
捕
獲
に
よ
る
個
体
数
削

減
や
防
護
施
設
の
設
置
等
に
よ
る
対
策
を
強
化
し
、
被
害

軽
減
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

 

６
次
産
業
化
に
つ
き
ま
し
て
は
、
「
美
郷
町
地
域
ぐ
る

み
で
取
り
組
む
６
次
産
業
化
基
本
構
想
」
に
基
づ
き
、
産

業
の
振
興
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
町

内
に
お
い
て
、
栗
加
工
施
設
が
６
次
産
業
化
の
形
態
を
達

成
し
て
い
る
唯
一
の
施
設
で
あ
り
ま
す
の
で
、
町
の
６
次

産
業
化
の
モ
デ
ル
と
し
て
栗
の
更
な
る
振
興
を
図
り
な

が
ら
、
町
全
体
の
６
次
産
業
化
推
進
の
た
め
の
財
源
を
確

保
し
、
他
の
農
産
物
の
振
興
に
も
繋
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

２
.
商
工
業
、
観
光
の
振
興

　

 

商
工
業
の
振
興
に
つ
き
ま
し
て
は
、
商
工
業
活
性
化
の

中
心
的
な
役
割
や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
機
能
を
担
う
商
工

会
へ
の
支
援
を
は
じ
め
、
中
小
企
業
育
成
、
意
欲
あ
る
法

人

・
個
人
等
が
行
う
新
規
起
業
や
経
営
拡
大
、
事
業
承

継
な
ど
を
各
種
支
援
制
度
に
よ
っ
て
継
続
的
に
支
援
し

ま
す
。　　

令
和
６
年
３
月
６
日
、
第
１
回
美
郷
町
議
会
定
例
会
が
招
集
さ
れ
、
田
中
秀
俊
町
長
か
ら
令
和
６
年
度
の

施
政
方
針
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
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今
後
も
、
総
合
的
な
振
興
発
展
や
社
会
一
般
の
福
祉
の

増
進
を
担
う
地
域
唯
一
の
総
合
経
済
団
体
で
あ
る
商
工

会
と
の
連
携
を
密
に
し
な
が
ら
、
地
域
の
特
徴
を
踏
ま
え

各
種
事
業
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

 

観
光
振
興
に
つ
き
ま
し
て
は
、
コ
ロ
ナ
禍
も
終
息
と
は

い
か
な
い
も
の
の
次
の
ス
テ
ー
ジ
に
入
り
、
町
内
で
の
各

種
観
光
イ
ベ
ン
ト
も
コ
ロ
ナ
禍
前
と
同
規
模
で
開
催
す
る

こ
と
が
出
来
て
お
り
、
コ
ロ
ナ
禍
前
の
賑
わ
い
を
取
り
戻

し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

 

ま

た
、
町

の

新

た

な

観

光

ブ

ラ

ン

ド

と

し

て

「
D
R
I
V
E  

T
O  

M
I
S
A
T
O
」
を
打
ち
出
し
、
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
を
実
施
し
て
お
り
、
そ
の
成
果
も
あ
っ

て

美

郷

町

の

知

名

度

や

「
D

R

I

V

E  

T

O  

M
I
S
A
T
O
」
の
認
知
度
も
確
実
に
上
が
っ
て
き
た
と
感

じ
て
い
ま
す
。
今
後
も
引
き
続
き
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
を

継
続
し
、
町
内
に
点
在
す
る
観
光
景
勝
地
や
飲
食
店
、
宿
泊

施
設
等
へ
の
周
遊
機
会
の
創
出
を
図
る
と
と
も
に
、
体
験

型
、
交
流
型
の
ツ
ア
ー
の
推
進
を
通
じ
て
、
交
流
人
口

・
関

係
人
口
の
拡
大
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

３
.
道
路
環
境
・
交
通
体
系
の
整
備　

　

 

地
域
の
基
礎
的
な
社
会
資
本
で
あ
る
道
路
整
備
に
つ

き
ま
し
て
は
、
適
正
な
維
持
管
理
を
行
う
こ
と
に
よ
り
道

路
施
設
の
長
寿
命
化
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
生
活
の
利
便

性
向
上
や
交
通
の
安
全
性
を
確
保
す
る
た
め
に
、
国
、
県

の
補
助
事
業
及
び
過
疎
対
策
事
業
な
ど
を
活
用
し
、
再
整

備
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

 

国
道
に
つ
き
ま
し
て
は
、
台
風
１４
号
や
台
風
６
号
に
よ

り
国
道
３
２
７
号
が
甚
大
な
被
害
を
受
け
、
国
道
３
８
８

号
が
代
替
路
と
し
て
有
効
に
機
能
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。
国
道
３
２
７
号
の
一
刻
も
早
い
全
線
復
旧
を
切
望

す
る
と
と
も
に
、
自
然
災
害
か
ら
住
民
を
守
る
「
命
の
道
」

と
し
て
国
道
３
８
８
号
の
整
備
を
あ
ら
た
め
て
強
く
感

じ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
の
で
、
門
川
町
松
瀬
工
区
の
早

期
の
完
成
と
北
郷
黒
木
側
へ
の
早
期
の
事
業
着
手
、
南
郷

新
屋
敷
工
区
の
早
期
の
工
事
完
成
を
関
係
機
関
と
連
携

し
な
が
ら
要
望
活
動
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

 

県
道
に
つ
き
ま
し
て
は
、
西
都

・
南
郷
線
、
宇
納
間

・

日
之
影
線
、
東
郷

・
西
都
線
等
、
計
画
的
な
整
備
が
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
が
、
今
後
も
継
続
し
て
要
望
活
動
を
行
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

　
 

地
域
公
共
交
通
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、
通
院
や
通

学
、
買
物
な
ど
、
町
民
の
多
様
な
移
動
ニ
ー
ズ
に
対
応
す

る
た
め
の
重
要
な
施
策
の
一
つ
で
す
。
現
在
、
交
通
空
白

地
帯
の
解
消
と
高
齢
者
福
祉
の
観
点
か
ら
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
｟
通
称

:
み
さ
と
バ
ス
｠
を
運
行
し
て
お
り
、
主

に
通
院
を
目
的
と
し
た
利
用
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
引
き
続

き
地
域
の
移
動
手
段
と
し
て
持
続
可
能
な
体
制
を
整
備

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

 

ま
た
、
本
町
と
近
隣
自
治
体
と
を
連
絡
す
る
廃
止
代
替

バ
ス
路
線
及
び
広
域
的
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
路
線
に
つ
い

て
は
、
町
外
へ
の
貴
重
な
移
動
手
段
と
し
て
位
置
づ
け
ら

れ
て
い
る
た
め
、
新
た
な
利
用
者
の
確
保
を
図
り
な
が

ら
、
そ
の
存
続
と
路
線
維
持
に
努
め
る
と
と
も
に
ニ
ー
ズ

に
応
じ
た
ダ
イ
ヤ
の
改
正
や
車
両
の
小
型
化
な
ど
、
県
や

沿
線
自
治
体
と
共
に
運
用
シ
ス
テ
ム
の
抜
本
的
な
見
直

し
検
討
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

４
.
水
道
施
設
・
生
活
排
水
処
理
施
設
の
整
備

　

 

令
和
６
年
４
月
よ
り
簡
易
水
道
事
業
及
び
農
業
集
落
排

水
事
業
は
公
営
企
業
会
計
へ
移
行
し
ま
す
。
世
帯
の
減
少

や
諸
経
費
の
高
騰
な
ど
経
営
環
境
は
年
々
厳
し
く
な
っ
て

い
ま
す
が
、
合
理
的

・
持
続
的
な
経
営
を
念
頭
に
施
設
の

改
修

・
更
新
と
維
持
管
理
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

 

ま
た
、
地
区

・
個
人
管
理
の
給
水
施
設
や
合
併
浄
化
槽

に
対
し
て
は
、
整
備
方
法
の
助
言
や
維
持
管
理
の
支
援
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

５
.
環
境
衛
生
の
充
実

　

 

家
庭
ご
み
の
適
正
処
理
に
つ
き
ま
し
て
は
、
日
向
東
臼

杵
広
域
連
合
と
連
携
し
圏
域
全
体
で
取
り
組
む
と
と
も

に
、
資
源
循
環
型
社
会
へ
の
転
換
を
推
進
す
る
た
め
分
別

収
集
の
啓
発
を
重
点
的
に
行
い
、
ご
み
の
減
量
化

・
資
源

化
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
不
法

投
棄
防
止
の
啓
発
や
パ
ト
ロ
ー
ル
等
に
よ
る
監
視
に
継

続
し
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

６
.
環
境
保
全
の
推
進

　

 

本
町
は
、
緑
豊
か
な
山
林
や
、
小
丸
川

・
耳
川
及
び
五

十
鈴
川
等
美
し
い
自
然
資
源
に
恵
ま
れ
た
地
域
で
あ
り

ま
す
。
こ
の
豊
か
な
緑
や
清
流
を
保
護
す
る
た
め
、
各
水

系
汚
濁
防
止
協
議
会
と
連
携
し
た
啓
発
活
動
を
行
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

７
.
住
宅
環
境
の
整
備

　

 

既
存
の
町
営
住
宅
に
つ
き
ま
し
て
は
、
公
営
住
宅
等
ス

ト
ッ
ク
総
合
改
善
事
業
等
に
よ
る
改
修

・
改
善
工
事
を

計
画
的
に
進
め
る
と
と
も
に
適
正
な
維
持
補
修
に
努
め
、

住
宅
の
長
寿
命
化
と
居
住
環
境
の
向
上
を
図
り
ま
す
。
ま

た
、
耐
用
年
数
の
経
過
し
た
町
単
独
住
宅
に
つ
き
ま
し
て

は
、
取
壊
し
を
行
い
維
持
管
理
費
の
削
減
に
努
め
ま
す
。

さ
ら
に
、
「
第
２
期
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」

の
中
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る

「
移
住

・
定
住
支
援
」
の

中
か
ら
「
住
宅
施
策
」
に
つ
い
て
重
点
を
置
き
「
空
き
家
サ

ブ
リ
ー
ス
」
「
分
譲
地
」
の
整
備
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。　

　

 

一
般
住
宅
に
つ
き
ま
し
て
は
、
町
民
の
生
活
環
境
の
向

上
や
定
住
促
進
、
町
産
材
の
利
用
促
進
に
よ
る
地
域
産
業

の
振
興
を
図
る
た
め
、
町
内
で
新
築

・
増
改
築
に
要
す
る

経
費
に
対
し
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

８
.
移
住
・
定
住
の
推
進

　

 

移
住

・
定
住
に
つ
き
ま
し
て
は
、
お
試
し
滞
在
宿
泊
施

設
を
活
用
し
た
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
移
住
ツ
ア
ー
の
実
施
や

国
県
の
移
住
支
援
金
を
活
用
し
、
移
住
定
住
の
促
進
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
住
ま
い
に
つ
き
ま
し
て
は
、

地
区
別
定
住
戦
略
と
連
携
し
、
官
民
一
体
と
な
っ
て
空
き

家
バ
ン
ク
登
録
数
の
増
加
を
図
り
、
紹
介
で
き
る
住
宅
の

確
保
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

 

雇
用
に
つ
き
ま
し
て
は
、
「
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
」
や

「
ふ
る

さ
と
み
や
ざ
き
人
材
バ
ン
ク
」
と
連
携
し
、
情
報
提
供
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

９
.
情
報
通
信
基
盤
の
整
備

　

 

地
域
情
報
化
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
網
が
町
内
全
域
に
わ
た
り
整
備
さ
れ
て
い
ま

す
。
自
主
放
送
の
充
実
を
含
め
そ
の
安
定
運
営
と
維
持
管

理
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
ま
す
。
ま
た
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

光
化
事
業
完
了
に
よ
り
、
町
内
全
域
で
４
Ｋ
放
送
及
び
高

速
通
信
に
対
応
で
き
る
光
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
整
備
さ
れ
、

町
内
の
放
送

・
通
信
環
境
格
差
是
正
が
図
ら
れ
、
基
盤

強
化
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
す
べ
て
の
町
民
が
情
報
通
信
技

術
｟
Ｉ
Ｃ
Ｔ
｠
の
恩
恵
を
享
受
で
き
る
よ
う
、
今
後
も
地
域

情
報
化
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

 

庁
内
情
報
化
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、
住
民
情
報
や
税

情
報
等
の
自
治
体
ク
ラ
ウ
ド
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
て
い
ま

す
の
で
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
た
め
の
事
務
の
効
率
化

・
迅

速
化
と
安
定
運
用
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
デ
ジ
タ
ル
改
革

関
連
６
法
の
成
立
に
よ
り
、
令
和
７
年
度
ま
で
に
地
方
公

共
団
体
の
情
報
シ
ス
テ
ム
の
標
準
化
が
法
的
に
義
務
づ

け
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
国
の
方
針
に
基
づ
い
た
標
準

化
基
準
に
適
合
す
る
シ
ス
テ
ム
変
更
に
向
け
て
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

　

 

さ
ら
に
、
S
o
c
i
e
t
y
5

・
0
時
代
を
迎
え
、
５

Ｇ
を
は
じ
め
と
す
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
イ
ン
フ
ラ
整
備
と
利
活
用

の
促
進
が
叫
ば
れ
て
い
る
中
、
デ
ジ
タ
ル
化
を
め
ぐ
る

動
き
を
よ
り
一
層
注
視
す
る
と
と
も
に
、
今
ま
で
以
上

に
新
た
な
情
報
化
の
推
進
に
向
け
て
検
討
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

１０
.
保
健
・
福
祉
の
充
実

① 

保
険
及
び
保
健
事
業
の
充
実

　

 

健
康
づ
く
り
と
し
て
、
特
定
健
診
、
後
期
高
齢
者
健
診

及
び
各
種
が
ん
検
診
の
受
診
率
向
上
に
努
め
て
き
ま
し

た
。
本
町
の
国
民
健
康
保
険
事
業
に
お
け
る
医
療
費
に
つ

き
ま
し
て
は
、
一
人
当
た
り
医
療
費
の
順
位
が
県
内
で
上

位
に
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
後
も
住
民
の
健
康
増

進

・
疾
病
予
防
の
た
め
受
診
率
向
上
を
図
り
な
が
ら
、
医

療
費
の
適
正
化
と
健
全
な
財
政
運
営
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

さ
ら
に
、
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
第
３
期
及
び
健
康
日
本
２１
第

３
次
計
画
を
基
に
、
国
民
健
康
保
険
保
健
事
業
と
後
期

高
齢
者
保
健
事
業
、
介
護
予
防
事
業
と
連
携
し
、
一
体
的

に
生
活
習
慣
病
予
防
、
重
症
化
予
防
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

　

 

母
子
保
健
に
つ
い
て
は
、
妊
婦
健
診
補
助
回
数
を
増
や

し
、
昨
年
度
か
ら
実
施
し
て
お
り
ま
す
産
後
ケ
ア
事
業
の

対
象
者
拡
大
、
及
び
妊
婦
や
未
就
学
児
世
帯
に
お
い
て
オ

ン
ラ
イ
ン
医
療
相
談
の
導
入
に
よ
り
母
子
の
健
や
か
な
成

長
を
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
全
て
の
妊
婦

・
子

育
て
家
庭
が
よ
り
安
心
し
て
出
産

・
子
育
て
が
で
き
る

よ
う
引
き
続
き
、
美
郷
町
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
、
伴
走
型
相
談
支
援
や
経
済
的
支
援
を

行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

② 

社
会
福
祉
の
充
実

　

 

少
子
高
齢
化

・
超
高
齢
化
が
進
む
中
、
誰
も
が
住
み

慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
生
活
で
き
る
こ
と
が
求
め
ら
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れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
町
政
に
よ
る
福
祉
施
策
の

充
実
は
も
と
よ
り
、
町
社
会
福
祉
協
議
会
、
民
生
委
員
児

童
委
員
協
議
会
並
び
に
民
間
福
祉
団
体
等
と
協
働

・
連

携
し
な
が
ら
福
祉
の
町
と
し
て
の
環
境
づ
く
り
を
さ
ら

に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。 

③ 

児
童
福
祉
の
充
実

　

 

町
民
が
安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
環
境
整
備
の
た

め
、
中
学
生
ま
で
の
子
ど
も
医
療
費
の
無
償
化
、
保
育
料

の
無
償
化

・
減
免
、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
充
実
な
ど

を
継
続
し
て
推
進
す
る
と
と
も
に
、
職
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
等
を
通
じ
保
育
所
及
び
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
充
実

を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

 

ま
た
、
Ｄ
Ｖ(

ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス)
や

児
童
虐
待
に
対
し
て
は
、
要
保
護
児
童
対
策
地
域
協
議
会

や
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
等
関
係
機
関
の
連

携
を
強
化
し
、
家
庭
相
談
の
推
進
や
幼
児

・
児
童
の
権
利

擁
護
と
育
成
環
境
の
整
備
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

④ 

高
齢
者
福
祉
の
充
実

　

 

令
和
５
年
１２
月
１
日
現
在
、
本
町
に
お
け
る
住
民
基
本

台
帳
で
の
６５
歳
以
上
の
高
齢
化
率
は
５
２
.
２
％
で
あ

り
、
依
然
と
し
て
県
下
ト
ッ
プ
の
状
況
が
続
い
て
い
ま

す
。
高
齢
者
が
安
心
し
て
地
域
で
暮
ら
せ
る
た
め
に
は
、

気
軽
に
相
談
で
き
る
体
制
が
必
要
で
す
。
社
会
福
祉
協
議

会
と
の
連
携
に
よ
り
独
居
高
齢
者
等
へ
の
個
別
訪
問
事

業
を
継
続
し
、
高
齢
者
の
困
り
事
や
福
祉
ニ
ー
ズ
に
速
や

か
に
対
応
し
ま
す
。

　

 

ま
た
、
高
齢
者
の
自
主
的
運
動
教
室
を
継
続
す
る
と
と

も
に
、
高
齢
者
が
そ
れ
ぞ
れ
の
関
心
等
に
合
わ
せ
て
参
加

で
き
る
よ
う
な

「
多
様
な
通
い
の
場
所
」
づ
く
り
を
地
域

と
共
に
推
進
し
、
高
齢
者
が
家
に
閉
じ
こ
も
る
こ
と
の
な

い
よ
う
、
地
域
で
支
え
る
仕
組
み
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

　

 

高
齢
者
の
多
く
は
住
み
慣
れ
た
自
宅
で
の
生
活
を
望

ん
で
お
り
、
そ
の
高
齢
者
が
支
援
や
介
護
が
必
要
な
状
態

に
な
っ
て
も
、
可
能
な
限
り
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し

て
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
医
療

・
介
護

・
予

防

・
生
活
支
援

・
住
ま
い
の
サ
ー
ビ
ス
を
一
体
化
し
て

提
供
し
、
高
齢
者
を
地
域
全
体
で
支
え
て
い
く
た
め
の

「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」
の
構
築
を
継
続
し
、
地
域
の

実
情
を
踏
ま
え
た
介
護
サ
ー
ビ
ス
基
盤
の
整
備

・
拡
充

を
推
進
し
ま
す
。
こ
の
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
を
実
現

さ
せ
る
た
め
の
重
要
な
一
手
法
で
あ
る

「
地
域
ケ
ア
会

議
」
は
、
高
齢
者
個
人
に
対
す
る
支
援
の
充
実
と
そ
れ
を

支
え
る
社
会
基
盤
の
整
備
を
同
時
に
推
進
す
る
も
の
で

あ
り
、
会
議
の
定
期
開
催
と
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
令

和
６
年
度
か
ら
の
３
个
年
計
画
で
策
定
し
た
第
９
期
介

護
保
険
事
業
計
画
を
基
に
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
の

適
正
な
運
営
を
図
り
ま
す
。

　

 

さ
ら
に
、
令
和
２
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る
高
齢
者
の
保

健
事
業
と
介
護
予
防
の
一
体
的
事
業
を
充
実
さ
せ
、
高
齢
者

の
健
康
づ
く
り
、
生
き
が
い
づ
く
り
の
拡
充
を
図
り
ま
す
。

　

 

後
期
高
齢
者
医
療
事
業
特
別
会
計
に
つ
き
ま
し
て
は
、

高
齢
者
が
安
心
し
て
医
療
が
受
け
ら
れ
る
体
制
を
堅
持

し
て
い
き
ま
す
が
、
引
き
続
き
団
塊
の
世
代
が
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
に
加
入
し
て
く
る
こ
と
か
ら
、
医
療
状
況
を

注
視
し
な
が
ら
適
正
な
運
営
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

⑤ 

障
が
い
者
福
祉
の
充
実

　

 

障
が
い
者
の
日
常
生
活
や
社
会
生
活
を
支
援
す
る
た

め
、
引
き
続
き
自
立
支
援
給
付
や
地
域
生
活
支
援
事
業

を
適
切
に
実
施
す
る
ほ
か
、
関
係
機
関
や
当
事
者
団
体
等

と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
障
が
い
者
が
住
み
慣
れ
た
地

域
で
社
会
と
共
生
で
き
る
よ
う
努
め
ま
す
。

　

 

ま
た
、
様
々
な
地
域
課
題
の
解
決
に
向
け
て
開
設
さ
れ

た
、
障
が
い
児

・
障
が
い
者
支
援
事
業
所
「
そ
う
だ
ん
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
み
さ
と
」
、
地
域
全
体
で
支
援
す
る
協

力
体
制
づ
く
り
を
目
的
と
し
た
地
域
生
活
支
援
拠
点
整

備
と
し
て
開
設
さ
れ
た
「
日
向
市

・
東
臼
杵
郡
基
幹
相
談

支
援
セ
ン
タ
ー
」
の
両
セ
ン
タ
ー
と
連
携
、
協
力
し
て
手

厚
い
個
別
支
援
や
支
援
体
制
づ
く
り
の
強
化
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。
併
せ
て
、
令
和
６
年
度
か
ら
３
个
年
で
策

定
し
た
第
７
期
障
が
い
福
祉
計
画
、
第
３
期
障
が
い
児
福

祉
計
画
に
沿
っ
て
事
業
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

⑥ 

ひ
と
り
親
家
庭
支
援
の
充
実

　

 

社
会
情
勢
が
変
化
す
る
中
、
影
響
を
受
け
や
す
い
ひ
と

り
親
家
庭
等
の
自
立
促
進
と
児
童
の
健
全
な
成
長
を
確

保
す
る
こ
と
が
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た

め
、
子
ど
も
の
養
育
や
経
済
面

・
健
康
管
理
な
ど
多
く
の

困
難
を
抱
え
て
い
る
ひ
と
り
親
世
帯
に
対
し
、
医
療
費
の

助
成
な
ど
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

⑦ 

消
費
生
活
の
安
定
と
向
上　

 

　

 

若
者
か
ら
高
齢
者
ま
で
幅
広
い
年
齢
層
に
お
い
て
訪

問
販
売
や
通
信
販
売
等
の
消
費
生
活
ト
ラ
ブ
ル
が
多
発

し
て
い
る
中
、
地
域
や
関
係
機
関
等
と
の
連
携
に
よ
り
悪

質
商
法
や
詐
欺
行
為
を
排
除
す
る
と
と
も
に
、
日
向
地
区

広
域
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
と
の
連
携
に
よ
る
相
談
窓
口

の
機
能
強
化
や
未
然
防
止
に
向
け
た
消
費
者
教
育
と
啓

発
活
動
を
強
化

・
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

１１
.
医
療
の
充
実

　

 

国
保
病
院
及
び
診
療
所
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
地
方

公
営
企
業
法
に
基
づ
く
独
立
採
算
制
を
目
指
し
な
が
ら
、

同
時
に
地
域
住
民
の
保
健
、
医
療
、
福
祉
の
役
割
を
担
う

と
い
う
公
的
医
療
機
関
の
立
場
に
あ
り
ま
す
。
今
日
ま

で
、
医
療
の
提
供
は
も
と
よ
り
保
健
、
福
祉
の
充
実
と
い

う
面
に
お
い
て
も
中
核
的
な
役
割
を
担
う
機
関
と
し
て
、

地
域
包
括
ケ
ア
の
実
践
等
に
努
め
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

 

ま
た
、
令
和
２
年
４
月
か
ら
は
、
安
心

・
安
全
な
医
療

の
提
供
を
目
指
し
、
医
師
の
働
き
方
改
革
へ
の
対
応
や
就

労
環
境
の
改
善
な
ど
多
く
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め

「
医

療
提
供
体
制
」
の
改
編
を
行
い
、
現
在
の
体
制
を
構
築
し

ま
し
た
。

　

 

今
後
は
、
新
た
に
更
新
が
予
定
さ
れ
て
い
る
「
第
８
次

医
療
計
画
」
や
「
地
域
医
療
構
想
」
に
基
づ
く
医
療
提
供
体

制
の
変
革
に
対
応
す
る
た
め
、
病
床
機
能
の
更
な
る
再
編

や
機
能
分
化
が
課
題
と
な
り
ま
す
の
で
、
そ
れ
ら
に
対
応

す
る
た
め
に
も
、
県
や
大
学
、
医
師
会
等
の
関
係
機
関
と

の
連
携
を
密
に
し
な
が
ら
、
派
遣
医
師
の
継
続
と
定
着
医

師
の
確
保
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

 

町
内
３
つ
の
医
療
機
関
を
維
持
し
、
持
続
可
能
な
地
域

医
療
の
確
立
を
目
指
し
て
、
関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら

更
な
る
医
療
の
充
実
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

１２
.
防
災
対
策
の
充
実

　

 

近
年
頻
発
す
る
台
風
や
豪
雨
、
更
に
は
、
近
い
将
来
の
発

生
が
懸
念
さ
れ
る
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
等
に
対
応
す
る

た
め
の
防
災

・
減
災
対
策
が
、
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
美
郷
町
地
域
防
災
計
画
や

美
郷
町
国
土
強
靱
化
地
域
計
画
な
ど
各
種
計
画
に
基
づ

き
、
災
害
か
ら
町
民
の
命
と
財
産
を
守
り
、
迅
速
に
復
旧

・

復
興
が
可
能
と
な
る
よ
う
様
々
な
対
策
を
組
み
合
わ
せ
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
防
災
行
政
無
線
の
改
修
等
の
ハ
ー
ド

面
や
自
主
防
災
組
織
や
外
部
関
係
団
体
と
の
連
携
等
の
ソ

フ
ト
面
の
両
面
か
ら
、
防
災

・
減
災
対
策
の
強
化
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

１３
.
消
防
・
救
急
体
制
の
充
実

　

 

非
常
備
消
防
自
治
体
の
本
町
で
は
、
消
防
団
が
唯
一

の
消
防
機
関
で
あ
り
、
地
域
防
災
の
要
で
あ
り
ま
す
。

「
地
域
密
着
性
」
「
要
員
動
員
力
」
「
即
時
対
応
力
」
の
特

性
を
活
か
し
な
が
ら
、
消
防
施
設
の
充
実
や
団
員
の
確

保
、
活
動
環
境
の
整
備
な
ど
、
消
防
力
の
維
持
向
上
に

取
り
組
み
ま
す
。

　

 

救
急
業
務
に
つ
き
ま
し
て
は
、
救
急
や
搬
送
に
関
す
る

業
務
の
一
部
を
民
間
に
委
託
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
に
よ

り
、
救
急
救
命
士
に
よ
る
現
場
で
の
傷
病
者
観
察
や
処

置
、
病
院
へ
搬
送
す
る
ま
で
に
傷
病
者
の
状
態
や
状
況
を

病
院
側
へ
的
確
に
伝
え
る
な
ど
、
病
院
側
の
受
け
入
れ
態

勢
の
充
実
も
図
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
更
に
、
救
急
救
命
士

に
よ
る
ド
ク
タ
ー
カ
ー
や
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
、
防
災
ヘ
リ
の

要
請
判
断
を
実
施
し
、
い
ち
早
い
医
療
介
入
に
繋
げ
て
お

り
ま
す
。
本
年
度
も
、
関
係
機
関
と
の
連
携
を
強
化
す
る

な
ど
、
業
務
の
充
実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

１４
.
治
山
・
砂
防
・
河
川
対
策
の
充
実

　

 

治
山

・
砂
防
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、
自
然
災
害
か
ら

町
民
の
生
命

・
財
産
を
守
る
た
め
、
河
川
対
策
に
つ
き
ま

し
て
は
、
災
害
の
発
生
を
予
防
し
、
ま
た
は
災
害
の
拡
大

を
防
止
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
築
堤
や
河
床
堆
積
土

砂
の
除
去
対
策
事
業
の
導
入
に
向
け
て
、
国
や
県
へ
積
極

的
な
要
望
活
動
を
行
う
と
と
も
に
、
土
捨
て
場
の
確
保
に

も
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

１５
.
防
犯
対
策
の
充
実

　

 

警
察
や
駐
在
所
連
絡
協
議
会
、
日
向
地
区
防
犯
協
会

と
連
携
し
、
町
民
の
防
犯
意
識
の
高
揚
を
図
り
ま
す
。
ま

た
、
防
犯
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
の
推
進
や
既
存
設
備
の
維
持
補

修
等
を
行
い
、
犯
罪
の
未
然
防
止
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。
併
せ
て
、
犯
罪
被
害
者
等
が
必
要
と
す
る
支
援
を
推

進
し
、
町
民
が
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
社
会
を

目
指
し
ま
す
。



89 2024.4 広報みさと広報みさと 2024.4

トピックス 町の話題

１６
.
交
通
安
全
対
策
の
充
実

　

 
警
察
、
交
通
安
全
対
策
協
議
会
、
交
通
安
全
協
会
及
び
交

通
指
導
員
会
等
の
関
係
機
関
団
体
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、

町
民
一
人
ひ
と
り
に
交
通
安
全
思
想
の
普
及
を
図
り
ま
す
。

併
せ
て
、
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止
を
図
る
た
め
の
「み
さ

と
安
全
運
転
」
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
交
通
安
全
施
設
や

通
学
路
の
点
検
・
改
善
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す

１７
.
教
育
の
振
興　

　

 

本
町
の
教
育
全
般
に
お
き
ま
し
て
は
、
教
育
基
本
法
の

理
念
及
び
宮
崎
県
教
育
基
本
方
針
を
踏
ま
え
、
人
間
尊

重
の
精
神
を
基
本
と
し
、
一
人
ひ
と
り
が
豊
か
な
人
間
性

を
培
い
、
変
動
す
る
社
会
に
創
意
工
夫
と
生
き
が
い
を

持
っ
て
対
応
で
き
る
よ
う

「
た
く
ま
し
い
体
」
「
豊
か
な

心
」
「
す
ぐ
れ
た
知
性
」
を
備
え
、
郷
土
の
有
為
な
形
成
者

と
し
て
、
心
身
と
も
に
調
和
の
と
れ
た
人
間
形
成
を
目
指

し
教
育
の
振
興
を
図
り
ま
す
。

　

 

ま
た
、
昨
年
６
月
１５
日
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
教
育
振
興

基
本
計
画
に
お
い
て
、
2
0
4
0
年
以
降
の
社
会
を
見
据

え
た
持
続
可
能
な
社
会
の
創
り
手
の
育
成
と
、
日
本
社
会

に
根
差
し
た
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ(

多
様
な
個
人
そ
れ
ぞ

れ
の
幸
せ
や
生
き
が
い
の
実
現
へ
向
け
た
教
育

)

の
向

上
が
掲
げ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
２
つ
の
考
え
方
を
念
頭
に

お
き
、
そ
の
実
現
に
向
け
て
各
事
業
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

　

 

ま
ず
、
生
涯
学
習
の
推
進
に
つ
き
ま
し
て
は
、
町
立
図

書
館
を
核
と
し
て
町
民
が
主
体
的
に
学
び
地
域
生
活
に

生
か
し
て
い
け
る
環
境
の
整
備
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
地

域
課
題
の
解
決
に
関
す
る
講
座
を
設
け
、
創
造
力
や
論
理

的
思
考
力
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク(

S
o
c
i
e
t
y
5

・
0

で
活
躍
す
る
力

)

を
備
え
た
人
材
の
育
成
を
促
進
い
た

し
ま
す
。

　

 

学
校
教
育
の
充
実
に
つ
き
ま
し
て
は
、
本
町
の
教
育
目

標
で
あ
る

「
ふ
る
さ
と
を
愛
す
る
心
と
豊
か
な
国
際
感
覚

を
育
み
、
確
か
な
学
力
を
身
に
付
け
、
自
分
に
自
信
と
誇

り
が
持
て
る
、
心
豊
か
な
人
材
を
育
成
す
る
」
の
実
現
へ

向
け
、
本
町
の
教
育
資
源
を
生
か
し
た
「
美
郷
な
ら
で
は

の
一
貫
教
育
」
を
推
進
し
ま
す
。

　

 

特
に
、
令
和
６
年
度
は
美
郷
南
学
園
が
学
校
種
を
義

務
教
育
学
校
に
変
更
し
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
町
内
全
て
の

学
校
が
義
務
教
育
学
校
と
な
る
こ
と
か
ら
、
さ
ら
な
る
施

設
一
体
型
幼
小
中
一
貫

(

11
年
間
の
切
れ
目
の
な
い
連

続
し
た
学
び

)

の
強
み
を
発
揮
し
た
教
育
活
動
を
展
開

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

 

さ
ら
に
、
令
和
５
年
度
に
開
設
し
た
教
育
支
援
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
配
置
に
よ

る
、
い
じ
め
や
不
登
校
等
の
諸
課
題
の
未
然
防
止
と
そ
の

解
決
を
図
る
と
と
も
に
、
学
校
だ
け
で
は
解
決
困
難
な
事

案
へ
の
迅
速
な
対
応
を
行
う
な
ど
、
一
人
ひ
と
り
の
悩
み

に
寄
り
添
え
る
相
談
体
制
を
構
築
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

 

社
会
教
育
の
推
進
に
つ
き
ま
し
て
は
、
未
来
に
向
け
て

自
ら
が
社
会
の
創
り
手
と
な
り
、
課
題
解
決
な
ど
を
通
じ

て
持
続
可
能
な
社
会
を
維
持

・
発
展
さ
せ
て
い
く
た
め
、

町
民
に
対
す
る
多
様
な
学
習
機
会
の
提
供
と
各
社
会
教

育
関
係
団
体
の
活
動
を
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

 

ま
た
、
家
庭
教
育
の
推
進
と
し
ま
し
て
は
、
「
生
き
る

力
」
と
「
心
の
教
育
」
の
基
盤
を
確
立
す
る
た
め
、
す
べ
て

の
教
育
の
出
発
点
｟
根
底
｠
で
あ
る
こ
と
の
認
識
を
深
め

る
と
と
も
に
、
家
庭
が
本
来
果
た
す
べ
き
役
割
を
見
据

え
、
各
家
庭
の
教
育
力
の
向
上
と
地
域
に
よ
る
家
庭
教

育
支
援
体
制
の
整
備
と
充
実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
各
学
校
に
お
け
る
家
庭
教
育
学
級
の
活
動

支
援
と
町
主
催
に
よ
る
家
庭
教
育
推
進
大
会
を
継
続
い

た
し
ま
す
。

１８
.
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
対
策

　

 

地
域
の
防
災
拠
点
と
な
る
自
治
公
民
館
施
設
の
整
備
促

進
と
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
核
と
な
る
自
治
公
民
館
活
動

の
活
性
を
図
り
、
そ
の
支
援
体
制
の
強
化
に
努
め
ま
す
。

　

 

ま
た
、
学
校
を
核
と
し
た
地
域
づ
く
り
と
し
、
地
域
人

材
の
幅
広
い
参
画
を
得
て
、
地
域
と
学
校
が
相
互
に
パ
ー

ト
ナ
ー
と
し
て
連
携

・
協
働
し
て
行
う
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

ス
ク
ー
ル
事
業

(

学
校
運
営
協
議
会

)

」
「
地
域
学
校
協

働
活
動
事
業
」
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

１９
.
伝
統
文
化
の
継
承
と
活
用

　

 

地
域
に
伝
わ
る
伝
統
文
化
は
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や

文
化
の
振
興
を
図
る
上
で
貴
重
な
資
源
で
あ
り
、
こ
れ
を

し
っ
か
り
と
継
承
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
保
存
、
継
承
、

活
用
を
図
り
ま
す
。
そ
の
手
立
て
と
し
て
後
継
者
や
指
導

者
の
育
成
を
積
極
的
に
支
援
す
る
と
と
も
に

「
郷
土
芸
能

保
存
事
業
」
を
継
続
し
、
地
域
の
貴
重
な
伝
統
芸
能
の
映

像
記
録
と
保
存
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

２０
.
国
内
外
交
流
の
推
進

　

 

近
年
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
よ
り
一
層
の
進
展
に
伴
い
、

こ
れ
か
ら
の
社
会
の
担
い
手
で
あ
る
子
ど
も
た
ち
に
は

国
内
外
の
多
様
な
人
々
と
の
協
働
に
よ
っ
て
、
未
来
を
た

く
ま
し
く
切
り
拓
い
て
い
く
力
を
育
む
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

 

現
在
、
沖
縄
県
豊
見
城
市
と
の
姉
妹
都
市
交
流
事
業

に
つ
い
て
は
、
子
ど
も
会
育
成
連
絡
協
議
会
な
ど
を
介
し

て
の
人
事
交
流
と
産
業

・
経
済

・
行
政
の
多
様
な
交
流

に
よ
り
、
友
好
の
絆
は
確
実
に
よ
り
固
く
結
ば
れ
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。
今
後
も
平
和
の
礎
と
し
て
継
続
し
、
さ
ら

に
は
史
実
の
保
存
と
継
承
に
努
め
事
業
の
さ
ら
な
る
充

実
を
図
り
ま
す
。 

　

 

韓
国
林
川
｟
イ
ム
チ
ョ
ン
｠
中
学
校
や
扶
餘
邑(

プ
ヨ
ユ

ウ)

と
の
国
際
交
流
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
今
年
30
周

年
と
な
る
林
川
｟
イ
ム
チ
ョ
ン
｠
中
学
校
と
の
交
流
に
お
い

て
、
こ
れ
ま
で
の
絆
を
生
か
し
、
よ
り
積
極
的
に
交
流
に

努
め
グ
ロ
ー
バ
ル
な
人
材
の
育
成
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま

す
。
ま
た
、
扶
餘
邑(

プ
ヨ
ユ
ウ)

と
の
姉
妹
都
市
交
流

に
お
い
て
は
、
町
民
レ
ベ
ル
で
の
交
流
や
、
韓
国
か
ら
の

国
際
交
流
員
に
よ
る
ハ
ン
グ
ル
講
座
、
幼
児

・
児
童

・
生

徒
へ
の
国
際
理
解
教
育
、
異
文
化
紹
介
な
ど
の
事
業
を
さ

ら
に
充
実

・
発
展
さ
せ
て
ま
い
り
ま
す
。　

２１
.
住
民
参
加
の
促
進

① 

広
報
広
聴
の
充
実

　

地
域
の
特
性
を
活
か
し
た
住
み
良
い
地
域
社
会
の
形
成

に
は
、
町
民
の
声
を
施
策
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
で

す
。
町
民
の
町
政
に
対
す
る
意
見
や
提
案
を
広
く
収
集

し
、
町
民
の
声
を
町
政
に
活
か
せ
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。
ま
た
、
あ
ら
ゆ
る
媒
体
を
活
用
し
町
民
が
様
々
な

情
報
を
得
ら
れ
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

② 

町
民
と
の
協
働
の
推
進

　

 

令
和
２
年
度
か
ら
町
内
の
２４
行
政
区
ご
と
に
住
民
が

主
体
と
な
っ
て
取
り
組
み
を
定
め
実
践
す
る

「
美
郷
町
地

区
別
定
住
戦
略
事
業
」
｟
通
称

:
ち
く
せ
ん
｠
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
各
地
区
が
主
体
と
な
っ
て
計
画
し
た
事
業
で
す

の
で
、
そ
の
計
画
に
沿
っ
た
取
組
み
を
き
め
細
か
に
支
援

し
て
ま
い
り
ま
す
。

③ 

男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り
の
推
進

　

 

ま
ち
づ
く
り
の
計
画
策
定
や
事
業
の
運
営
に
あ
た
っ
て

は
、
積
極
的
に
町
民
の
声
を
反
映
さ
せ
る
た
め
、
各
種
審

議
会
、
委
員
会
、
協
議
会
な
ど
を
活
用
し
な
が
ら
、
町
民

の
参
加
機
会
の
拡
大
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
各
種
委
員
の

登
用
に
つ
い
て
は
、
新
た
な
人
材
の
発
掘
と
、
女
性
委
員

の
登
用
に
努
め
、
積
極
的
に
男
女
共
同
参
画
社
会
の
形
成

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

２２
.
行
政
運
営
の
充
実
・
強
化

　

 

厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、
社
会
経
済
情
勢
の
大
き
な
変

化
に
対
応
し
て
い
く
た
め
に
は
、
引
き
続
き
行
政
改
革
に

取
り
組
ん
で
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
「
第
６
次
美
郷
町

行
政
改
革
大
綱
」
に
基
づ
き
、
今
後
も
本
町
を
取
り
巻
く

環
境
に
対
応
し
た
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
た
行
政
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
と
、
町
民
と
行
政
が
一
体
と
な
っ
た
行
政
改
革
に

取
り
組
み
ま
す
。

２３
.
財
政
運
営
の
充
実
・
強
化
、
地
籍
調
査
事
業

① 

財
政
運
営
の
充
実
・
強
化

　

 

健
全
な
財
政
運
営
と
財
政
基
盤
の
強
化
に
つ
き
ま
し

て
は
、
自
主
財
源
の
確
保
と
節
減
合
理
化
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
町
税
の
適
正
で
公
平
な
課
税
と
徴

収
に
努
め
、
地
方
交
付
税
な
ど
国
の
動
向
に
左
右
さ
れ
る

も
の
は
、
そ
の
動
き
を
常
に
注
視
し
、
適
正
に
本
町
の
財

源
へ
反
映
で
き
る
よ
う
努
力
す
る
と
と
も
に
、
事
務
事
業

を
単
に
前
例
踏
襲
す
る
の
で
は
な
く
、
よ
り
効
果
的

・
効

率
的
な
も
の
と
な
る
よ
う
検
証

・
見
直
し
を
行
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

② 

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金

　

 

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
に
つ
き
ま
し
て
は
、
今
後
も
返

礼
品
を
充
実
さ
せ
る
と
と
も
に
、
寄
附
者
へ
の
感
謝
の
気

持
ち
を
伝
え
る
た
め
、
寄
附
金
の
使
い
道
を
公
表
し
、
貴

重
な
自
主
財
源
の
確
保
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

③ 

地
籍
調
査
事
業

　

 

地
籍
調
査
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
南
郷
地
域
の
山

三
个
地
区
１
３
.
３
０
㎢
及
び
西
郷
地
域
の
田
代

｟
峰

・

千
本
｠
地
区
６
.
４
５
㎢
に
つ
い
て
、
法
務
局
送
致
業
務
を

行
い
ま
す
。
こ
の
成
果
に
よ
る
登
記
完
了
を
も
っ
て
地
籍

調
査
事
業
の
完
了
と
な
り
ま
す
の
で
、
速
や
か
に
業
務
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
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｟
む
す
び
｠

　

 

む
す
び
に
、
本
町
の
令
和
６
年
度
予
算
の
編
成

に
当
た
っ
て
は
、
令
和
４
年
発
生
の
台
風
１４
号
災

害
、
及
び
令
和
５
年
発
生
の
台
風
６
号
災
害
か
ら

の
復
旧

・
復
興
を
最
優
先
事
項
と
し
つ
つ
、
更
新

時
期
を
迎
え
た
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
設
備
、
及
び
防

災
無
線
設
備
の
大
規
模
改
修
費
等
を
新
規
に
予

算
配
分
を
行
い
ま
し
た
。
一
方
、
積
極
的
な
行
政

運
営
を
行
う
た
め
に
、
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
制

度
、
及
び
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
等
の
取
り

組
み
を
一
層
強
化
す
る
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
事
業
に

お
い
て
積
極
的
な
財
源
確
保
に
最
大
限
努
力
す
る

も
の
と
し
ま
す
。
併
せ
て
各
課
事
務
事
業
、
及
び

補
助
金
等
の
見
直
し
な
ど
を
継
続
し
て
実
施
し
、

効
果
的
か
つ
効
率
的
に
諸
施
策
を
推
進
す
る
べ

く
、
美
郷
町
独
自
の
振
興
策
を
実
現
す
る
実
行
予

算
を
編
成
し
ま
し
た
。

　

 

結
果
、
一
般
会
計
予
算
で
総
額
が
１
０
７
億
７
千

６
７
万
５
千
円
と
な
り
、
令
和
５
年
度
と
の
比
較
で

は
、
１
３
億
４
千
７
６
８
万
４
千
円
、
１
４
.
３
％
の

増
額
と
な
り
ま
し
た
。

　

 

特
別
会
計
に
つ
い
て
は
、
４
つ
の
特
別
会
計
の

予
算
額
が
併
せ
て
２
３
億
７
千
６
７
６
万
１
千

円
、
令
和
６
年
度
よ
り
公
営
企
業
会
計
と
な
り
ま

す
、
簡
易
水
道
事
業
会
計
が
２
億
９
千
４
０
１
万

８
千
円
、
同
じ
く
農
業
集
落
排
水
事
業
会
計
が
１

億
７
千
２
４
１
万
円
、
病
院
事
業
会
計
の
予
算
額
が

７
億
８
千
９
５
９
万
３
千
円
と
な
り
、
一
般
会
計
と

併
せ
た
令
和
６
年
度
の
美
郷
町
予
算
総
額
は
、
１
４

４
億
３
４
５
万
７
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

 

以
上
、
令
和
６
年
度
の
施
政
方
針
と
予
算
規
模
に

つ
い
て
述
べ
ま
し
た
が
、
『
豊
か
で
活
力
あ
る
安
全

・

安
心
な
郷
づ
く
り
』
の
実
現
を
目
指
し
て
、
全
力
を
尽

く
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

 

町
民
の
皆
さ
ま
と
議
員
各
位
の
な
お
一
層
の
御
支

援
と
御
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

お問合せ 社会福祉協議会　６８－２９００

　宮崎市内にあります LaDish（ラディッシュ）佐藤友紀

シェフを招いて調理師研修を行いました。

　プロのシェフの技術に触れながら、美郷町の食材を最

大限に生かした味付けや食材のアレンジ方法、また身近

な食材の使い方の工夫など、ワンランク上の料理を学ぶ

ことができました。

　『幼児期の味の経験が味覚形成に重要な役割を果た

す』と言われています。今回教えていただいたことを活

かして、保育所の子ども達に美味しい給食を提供してい

きます。

『シェフとの美食体験 !』～町立保育所調理師
がプロの技術を学ぶ研修～

　県では、農家経営の向上と本県農業の一層の発展を図る

ことを目的に、特に優秀な成績を収めた農業者や団体に

対し、宮崎県農産園芸特産物総合表彰を実施しています。

　今年度、東臼杵管内で受賞された生産者の表彰式が

２月２０日（火）に東臼杵農林振興局で開催されました。

美郷町からは２団体が受賞し、東臼杵農林振興局長より

表彰を受けました。

宮崎県農産園芸特産物総合表彰式（東臼杵）が
開催されました

代表して表彰状を受け取る田村勝幸さん
【野菜共進会（集団部門）】
ＪＡ日向冬春ミニトマト専門部会

［知事賞］優秀賞

［特別賞］農林水産省農産局長賞

　　　　　　　　　　　
【花き共進会（産地づくり部門）】
ＪＡ日向スイートピー専門部会

［知事賞］優良賞

［特別賞］農林水産省九州農政局長賞

　　　　宮崎県経済農業協同組合連合会

　　　　代表理事会長賞

空家バンク物件募集中！！
　現在、美郷町への移住相談が大変多く寄せられています。また、町民の方からも空き家を利用した

い要望が多く寄せられている現状です。

　空き家バンク登録も増加傾向にありますが、要望が上回っているため、現在、紹介可能な物件は１

２件のみとなっています。

　空家管理でお困りの方、自分が住んでる集落に人を増や

したい方、ぜひ、空家等情報バンクへの登録をお願いしま

す。修繕が必要な空き家でも DIY 物件として人気がありま

すので、お気軽にお問合せください。

＊DIY 物件とは、自ら棚を作ったりリフォームができる物件

　のことです。

空き家バンク成立件数の推移

令和　２年度

令和　３年度

令和　４年度

令和　５年度 お問合せ 政策推進室　６２－６２０３

＊令和６年２月２６日現在
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 西郷義務教育学校６年生の発表

トピックス 町の話題

　去る３月１０日（日）、西郷農村環境改善センターにおいて、ちくせん交流会が開催され、町内外

から１６１人のご参加がありました。

　午前９時、会場内の視線を釘付けにした迫力あるオープニング動画を皮切りに、田中町長から、

「本会が各ちくせんの素晴らしい取り組みが広がる一つのきっかけとなることを祈念します。」と

いう開会宣言で幕を開けました。

　まず企画情報課から今年度のちくせん概要の報告を行った後に、西郷義務教育学校６年生から

総合的な学習で学んだ「ちくせん」に関する成果発表がありました。「地域を本気で考える人知り、

また、自分たちも本気で考えることができる生徒になる！」という授業の目標を掲げ、６月から授

業で取り組んできたワークショップやフィールドワークを重ねた内容をまとめた素晴らしい発

表でした。また、会場内ではその企画の一環として「もったいない市場」を実施し、会を盛り上げて

くれました。

　パネルディスカッションでは、「空き家対策」と「地元学」をテーマに、各地区の取り組みを深掘

りしました。空き家対策では、水清谷ちくせんと渡川ちくせんと小原ちくせんの３地区が、「ちく

せんにおける空き家対策はこれだ！」と「空き家対策で大切にしていること」の題目に基づき、空

き家バンクの「ちくせん物件」を通した取り組みについて、成功体験や失敗談を交えながら意見交

換があり、全地区で空き家対策を共有することができました。地元学では、昨年１２月に実施した

地元学について、受け入れた花水流ちくせんと、参加いただいた日南市の方による、「地元学を通

じて得られた新たな発見、再認識したこと」と「今後の地域づくりに活かしていきたいこと」の２

つの題目を踏まえた意見交換が行われました。外からの視点で地域を見ることで、地元では見落

とされがちな知恵や想い、魅力、技術などが言語化され再認識できた。多くの地区で地元学をおす

すめしたいという意見が出されました。

　休憩をはさみ、各地区のブース交流を行いました。それぞれの地区がこれまで行ってきた活動

や、今後計画している事業内容など想いを込めた説明に、ちくせん関係者はもちろん、一般参加者

を含めた会場内の熱はマックス状態！「皆さんが自分の地域のことを真剣に考えていることに触

れ、学びが多かった」、「積極的な活動をされていることを聞けた」など、参加者の今後の活動のヒ

ントや手応えを感じた時間となりました。

　場内の余韻が冷めないうちに、来年度以降のちくせん事業を説明した後、２月１９日より美郷

町に滞在している宮崎大学地域資源創成学部２年のインターンシップ生から、「ちくせん広報戦

略」について、①紙媒体の広報誌②インスタグラム③ユーチューブの３点に絞り、自分たちが実際

に体験して感じた課題と、効果的な活用方法について提案を含めた成果の発表がありました。発

表を聞いた方から「大学生方の前向きな意見に、自分たちも頑張ろうと思った」という嬉しい感想

もいただきました。

　３時間という長丁場でしたが、各地区の興味深い活動報告のおかげで、あっという間に閉会の

時間となりました。

　最後になりましたが、今回の交流会に参加いただきました皆さま。日頃からちくせん活動にご

協力いただいています地域の皆さまに対しまして衷心より感謝申し上げます。

　今後もちくせん活動を継続しながら、地域と共に、住み続けたいと思える地域を目指していき

たいと思いますので、「無理をせず、前向きに、そして自分事化」を大切にしながら引き続き、ちく

せん活動にご協力いただきますようお願いいたします。

～住み続けたいと思える地域に～
ちくせん交流会を開催！

お問合せ 企画情報課　６６－３６０３

①②各地区のリアルな取組を共有した

パネルディスカッション。③キッズス

ペースで場内の雰囲気も和やかに。④西

郷義務教育学校６年生も取組発表。⑤⑥

各地区の多様な取組報告があったブー

ス交流。⑦宮崎大学インターンシップ生

の成果報告。⑧町内外から大勢の方にご

参加いただきました。

２

１ ３

４ ５

６７

８
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 お知らせ I n f o r m a t i o n

「第26回ロードレースin百済の里 開催！
　美郷町の早春を彩るスポーツイベント

「ロードレースin百済の里」が、去る２月２

５日 ( 日 ) に盛大に開催されました。昨年は

種目・参加地域を限定するなど、長くコロナ

感染症の影響を受けておりましたが、久しぶ

りに制限のない大会開催となりました。

　開会式では、先の宮崎県市町村駅伝競走大

会にて力走をみせてくれた、美郷南学園の上村璃空さん・前田隼希さん・前田紗良さんの３名による選

手宣誓が行われ、大きな拍手に包まれました。

　大会には県内外から３５０名がエントリー。当日は途中で雨が降り肌寒い１日となりました

が、出走後は美郷町ヘルスサポートクラブ、南郷婦人連絡協議会、南郷赤十字奉仕団の方々による

とり汁とおにぎりで温まり、また神門中区ちくせんの皆さんのキムチにも舌鼓を打ちました。　

大会開催にあたりましては、準備段階より本大会実行委員会（長友正紀実行委員長）を中心に、延

べ２００名を越すボランティア・競技役員の方々に支えて頂きました。

　最後に、今回も日向警察署の全面的なご指導ご協力の下、国道３８８号の車両通行止めを含む

大規模な交通規制を行いましたが、大きなトラブルもなく無事故で終えることが出来ました。

部門別成績上位者

着順

1

13

記録

7:55

9:54

氏　　　名

寺田 旭希

井上 友陽

住　所

延岡市

美郷町

小学１年生男子２Ｋｍ

着順

1

2

記録

9:38

10:06

氏　　　名

松田 彩季

岩下 愛子

住 所

美郷町

美郷町

小学２年生女子２Ｋｍ  

着順

1

2

記録

7:06

8:05

氏　　　名

渡辺 温士

新田 秋惺

住 所

延岡市

美郷町

小学４年生男子２Ｋｍ    

着順

1

3

記録

8:09

8:56

氏　　　名

山本 芽依

黒木 彩楓

住 所

門川町

美郷町

小学５年生女子２Ｋｍ  

着順

1

2

3

記録

11:12

11:39

11:49

氏　　　名

菊田 篤輝

木代 真直

宮本 蓮

住 所

美郷町

美郷町

美郷町

中学生男子３Ｋｍ    
着順

1

3

4

記録

11:13

12:35

16:26

氏　　　名

川越 美雨

前田 紗良

甲斐 優衣佳

住 所

延岡市

美郷町

美郷町

中学生女子３Ｋｍ    

    

着順

1

2

13

記録

9:48

10:29

13:38

氏　　　名

丸山 真和

北村 心之介

甲田 伊直

住 所

門川町

美郷町

美郷町

一般男子３Ｋｍ（中学生を除く総合）    

   着順

1

9

10

記録

16:23

19:05

19:08

氏　　　名

甲斐 礼子

黒木 洋子

黒木 紀久代

住 所

宮崎市

美郷町

美郷町

一般女子３Ｋｍ（中学生を除く総合）   

    

着順

1

4

8

記録

1:10:02

1:16:20

1:19:46

氏　　　名

黒木 俊輔

田常 大成

蒲生 功一

住 所

美郷町

美郷町

美郷町

一般男子ハーフマラソン（総合）    

  着順

1

5

7

記録

1:43:17

2:00:05

2:00:55

氏　　　名

佐藤 優美

岩下 多美

中村 美幸

住 所

美郷町

美郷町

美郷町

一般女子ハーフマラソン（総合）    

  

距離

２ｋｍ

ハーフ

区分

小学４年男子

一般男子６０代

氏　　名

渡辺 温士

河野 秀樹

住所

延岡市

日向市

記録 

7:06

1:24:50

２個の大会新記録が誕生しました！

着順

1

3

記録

10:08

10:58

氏　　　名

門中 心優

廣瀬 愛華

住 所

美郷町

美郷町

小学１年生女子２Ｋｍ  

着順

1

4

記録

8:01

9:20

氏　　　名

宮本 侑歩

中谷 泰志

住 所

美郷町

美郷町

小学３年生男子２Ｋｍ    

着順

1

5

記録

8:03

10:13

氏　　　名

渡邉 未来

中森 心春

住 所

延岡市

美郷町

小学４年生女子２Ｋｍ  

着順

1

5

記録

6:47

7:23

氏　　　名

日髙 光彩

前田 隼希

住 所

延岡市

美郷町

小学６年生男子２Ｋｍ    

着順

1

2

記録

8:00

8:19

氏　　　名

畦原 橙季

黒木 瑞稀

住 所

延岡市

美郷町

小学２年生男子２Ｋｍ    

着順

1

3

記録

8:02

8:32

氏　　　名

梅田 知里

上村 陽夏凛

住 所

延岡市

美郷町

小学３年生女子２Ｋｍ  

着順

1

3

記録

6:53

7:45

氏　　　名

上村 璃空

山内 蒼生

住 所

美郷町

美郷町

小学５年生男子２Ｋｍ    

着順

1

2

記録

8:06

9:02

氏　　　名

日髙 葵子

黒木 あいら

住 所

延岡市

美郷町

小学６年生女子２Ｋｍ  

※各部門の第１位と、美郷町からの成績上位者の記録

お問合せ 教育課　６６－３６０８
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 お知らせ I n f o r m a t i o n

町税の納期が決まりました！      

令和６年度　町税等納期一覧表

【※上記で記載している税目は下記のとおりです】      

　○軽自税：軽自動車税　○固定税：固定資産税  　○住民税：町県民税　○国保税：国民健康保険税   

※再振替は農協のみです。郵便局は再振替は行いませんのでご注意ください。      

 

口座振替日

（再振替日）

４月２５日

(４月３０日 )

６月２５日

(７月１日 )

７月２５日

(７月３１日 )

８月２６日

(９月２日 )

９月２５日

(９月３０日 )

１０月２５日

(１０月３１日 )

１１月２５日

(１２月２日 )

１２月２５日

再振替は行いません

１月２７日

(１月３１日 )

２月２５日

再振替は行いません

税目

期別

４月

５月

６月

７月

８月

９月

10月

11月

12月

１月

２月

３月

納　期　限

４月３０日

７月１日

７月３１日

９月２日

９月３０日

１０月３１日

１２月２日

１２月２５日

１月３１日

２月２８日

国保税

１ 期

２ 期

３ 期

４ 期

５ 期

６ 期

７ 期

８ 期

住民税

１ 期

２ 期

３期

４期

固定税

１ 期

２ 期

３期

４期

軽自税

全期

軽自動車税（種別割）の減免について

　障がい者が所有し自ら運転する車両や、障がい者を常時介護する者が運転する車両、又は障が

い者と生計を一にする者が専らその障がい者のために運転する車両については、軽自動車税（種

別割）が減免される規定があります。

　減免には、本人又は家族の申請が必要となります。

【申請期限】

　納税通知書発行後から納期限の７日前まで（４月２３日まで）

※申請期限を過ぎた場合は減免が受けられませんのでご注意ください。

【申請に必要なもの】

　①身体障がい手帳　療育手帳　戦傷病手帳のいずれか

　②運転免許証

　③印鑑

　④車検車証

　⑤マイナンバーカード又はマイナンバー通知カード（個人番号を確認するため）

【注意点】

　☆この制度は毎年申請が必要となります。

　☆身体障がい者手帳の障害等級によっては減免されない場合がありますので、詳しくは

　　美郷町役場税務課までお問い合わせください。　　

　☆減免は普通自動車を含め一人一台に限ります。

　☆申請は税務課及び南郷窓口、北郷窓口で受付けます。

お問合せ 税務課　６６－３６０２

お問合せ 税務課　６６－３６０２

住民税・国民健康保険税の納付方法の
追加について

　令和６年度より、納付書にQRコード（QRコードは㈱デンソーウェーブの登録商標です。）が印字され、

新たな納付方法が追加され、より便利になります。(固定資産税・軽自動車税は令和５年度より追加済）

　　　

新たに追加となる納付方法
　　①インターネット（パソコン ・ スマートフォン）によるクレジットカード納付

　　②スマートフォンのアプリを利用した納付

　　　　※注１　①、②とも地方税お支払いサイトにアクセスする必要があります。

　　　　※注２　利用に際して、税額のほかにシステム利用料がかかります。
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 お知らせ I n f o r m a t i o n

子育て支援センターだより ２９号

お問合せ 町民生活課　６６－３６０４ お問合せ 町民生活課　６６－３６０４

　毎日忙しいママにも、たまには息抜きが大

切です。今回は飲み物を飲みながらゆっくり

した時間を過ごしました。子どもたちへはバ

レンタインのプレゼントもあり喜んでもらえ

たのではないでしょうか。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

～２月の開設の様子～

〇バレンタインを味わおう！

　紙皿を使い簡単に作れるひな飾りを作りま

した。

　おひな様とおだいり様の顔はめパネルで記

念撮影！

　今回はパパも一緒に遊びに来てくれて楽し

い時間をすごしました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　今年度も残りわずかとなりました。たくさんの方が支援センターに遊びに来てくれ、子どもた

ちのすくすく育つ姿を見れたこと、とてもうれしく感じています。令和６年度も楽しいイベント

を考えていきますので是非遊びに来てくださ～い。

　４月の開設は以下のとおりです。たくさんの参加をお待ちしております。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

〇さんかくおひなさまを作ろう！

２３日（火）

おしゃれを楽しもう（春夏コーデ＆メイク）

講師：黒木　明莉さん

４月

開設日

廃棄物施設への可燃物の
持ち込みについて

　現在、資源物や粗大ごみの町の廃棄物施設への持込についてご協力をお願いしており、たくさ

んの方にご利用して頂いております。

　令和６年４月から引越しや空き家の片づけなどによって一時大量の可燃物が排出される場合、

以下の項目を確認したのち直接、廃棄物施設への持込を許可します。

　町民生活課西郷田代 1番地　電話６６-３６０４へ連絡したのち来庁頂きますようお願いします。

　通常の生活に伴う、生ごみ紙くずなどの可燃ごみは、持込の対象となりません。お近くのステー

ションボックスに、これまでどおり出してください。また資源物、粗大ごみの持込についてもこれ

までどおりです。

　上記の場合、一度持ち込まれたものであっても、お持ち帰りしていただきます。従わない場合、

廃棄物の処理及び清掃に関する法律により罰則を受ける場合があります。

 確認事項

①排出者の氏名

②排出者の住所

③搬入する方の氏名

④大量の可燃物が排出される原因（引越し、空き家片付け）

⑤可燃物の量や状況が分かる写真

 持込許可日　

資源物等の持込日と同じ（水曜の午後、第 1 日曜日）

日程表で確認後、持込予定日を設定し、予定日の１週間前までに許可を得る。

次の場合、許可の取消を行います。

　①町外から持込が疑われる場合

　②運搬を有償で請負している場合又はそれが疑われる場合

　③適正な分別が行われないまま持ち込まれた場合

  ④事業活動に伴う廃棄物（産業廃棄物）の場合又はそれが疑われる場合
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 お知らせ I n f o r m a t i o n

　後期高齢者医療制度は、原則として７５歳以上の方が加入する医療保険制度ですが、６５歳から

７４歳までの方で一定の障害がある方は、申請により後期高齢者医療制度に加入することができます。

対象となる方
　６５歳から７４歳で以下の一定の障がいのある方

　⑴　身体障害者手帳１級・２級・３級をお持ちの方

　⑵　身体障害者手帳４級をお持ちの人で、次のいずれかに該当される方

　　・音声、言語、そしゃく機能に著しい障がいのある方　・下肢障害４級１号　・下肢障害４級３号　

　　・下肢障害４級４号

　⑶　療育手帳Ａ１・Ａ２をお持ちの方

　⑷　精神障害者保健福祉手帳１級・２級をお持ちの方

　⑸　障害基礎年金１級・２級の国民年金証書をお持ちの方

後期高齢者医療制度に加入するほうが有利になる場合

　パターン①

　後期高齢者医療制度に加入することにより、支払う医療費の自己負担割合が下がる場合（例：３割

⇒２割、２割⇒１割　など）。

（自己負担割合については、表１・表２（次のページ）を参照してください。）

　パターン②

　現在加入中の国民健康保険、被用者保険の保険料額よりも、後期高齢者医療制度の保険料額が安くなる

場合。

※後期高齢者医療制度に加入した場合の保険料は、宮崎県後期高齢者医療広域連合のホームページ  

　（https://www.miyazaki-kourei-kouiki.jp）で試算することができます。＜トップページ→

　制度について→保険料→保険料試算＞

＊後期高齢者医療制度に加入した場合と加入しなかった場合のどちらが有利になるかについては、所得

　や世帯の状況等により異なりますので、ご不明な点はお問合せ先までご連絡ください。

申請について
　後期高齢者医療制度への加入を希望される場合は、申請手続きについてご案内しますので、事前に健康

福祉課へ電話にてご相談ください。

後期高齢者医療制度へ加入した後の手続きについて
　後期高齢者医療制度に加入した場合は、それまで加入していた国民健康保険または被用者保険の被保

険者証は使用できなくなりますので、それまで加入していた健康保険の喪失手続きを行っていただくよ

うお願いします。

65 歳から 74 歳で一定の障害のある方は、
後期高齢者医療制度を選択できます

お問合せ
宮崎県後期高齢者医療広域連合　０９８５－６２－０９２１

健康福祉課　６６－３６１０　町民生活課　６６－３６０４

　　　　　　国民健康保険

３割

２割または３割

※国保の保険証に記載されています。

　年齢区分　　　

６５～６９歳

７０～７４歳

　　　　後期高齢者医療制度

１割、２割または３割

※詳細は、表２（次のページ）を

ご参照ください。

（表１）自己負担割合の比較（国民健康保険と後期高齢者医療制度）

　 後期高齢者医療制度では、本人や世帯の所得に応じて

次の7つの所得区分に分けられます。所得区分は、その年

度の住民税課税所得（各種控除後の所得）等によって判定

されます。

　現役並み所得者Ⅱ

　 住民税課税所得が380万円以上の被保

険者やその方と同じ世帯の被保険者。

　現役並み所得者Ⅰ

　 住民税課税所得が145万円以上の被保

険者やその方と同じ世帯の被保険者。

　一般Ⅱ

　 同一世帯に住民税課税所得が28万円以

上の被保険者がいる方で、下記①または②

に該当する方

①単身世帯で「年金収入＋その他の合計所

　 得金額」の合計額が200万円以上

②複数世帯で被保険者全員の「年金収入＋

　 その他の合計所得金額」の合計額が320

　 万円以上

※3割負担の方は除く

　一般Ⅰ

　 現役並み所得者、一般Ⅱ、低所得者Ⅱ、低

所得者Ⅰ以外の方。

　低所得者Ⅱ 

　世帯の全員が住民税非課税の方（低所得

者Ⅰ以外の方）

　低所得者Ⅰ

　 世帯の全員が住民税非課税で、その世帯

の各収入から必要経費・控除を差し引いた所

得が0円となる方（年金の控除額は80万円

として計算。給与所得から10万円を控除）。

※1　年金収入には遺族年金や障害年金は

　　　 含みません。

※2　その他の合計所得金額とは事業収入

　　　　や給与収入等から、必要経費や給与

　　　 所得控除等を差し引いた後の金額の

　　　 ことです。

※住民税非課税世帯は1割になります。

所得区分

所得区分
窓口

負担割合

３割

２割

１割

　現役並み所得者Ⅲ

　 住民税課税所得が690万円以上の被保

険者やその方と同じ世帯の被保険者。

自己負担割合の判定の流れ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

はい

はい

はい

はいいいえ はい

世帯に被保険者が

2人以上いる

※1

※2

全員

3割

全員

1割 1 割 2割
全員

1 割

全員

2割

住民税課税所得28万円以上の

被保険者がいる

住民税課税所得145万円以上の

被保険者がいる

「年金収入

＋その他

の額 」が

200万円

以上

※1

※2

「年金収入

＋その他

の合計所

得金額 」

が320万

円以上

（表２）後期高齢者医療制度の自己負担割合
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 お知らせ I n f o r m a t i o n

物価高騰対応重点支援給付金のご案内
　物価高騰による負担増を踏まえ、特に家計への影響が大きい低所得世帯（住民税均等割のみ課税世帯）

に対して、１０万円の給付金を支給します。

狂犬病予防集合注射のお知らせ

　狂犬病予防集合注射を各地区巡回して行います。日程については次のとおりです。

　また、現在犬を登録して飼育されている方には、郵便にて詳細な時間場所等を案内します。

　犬を飼育する場合は、狂犬病予防法により「登録」と「狂犬病予防注射」が義務付けられており室内犬・

猟犬等すべての犬が対象です。

　狂犬病から愛犬を守り、私たち人間の生命を守るために、飼育者は年に１回、必ず予防注射を受けさせ

ましょう。

１世帯あたり１０万円

 

令和５年１２月１日時点で美郷町に住民票のある方で、世帯全員が令和

５年度住民税均等割のみ課税の世帯

 

対象となる世帯には、３月中旬に申請書類を送付しています。必要事項を

記入し、必要書類とともに町民生活課または各地域課へ提出してください。

 

令和６年４月１２日（金）

 

当該給付金の対象世帯のうち、１８歳以下（平成１７年４月２日生まれ

以降）の児童を扶養している世帯については追加の給付（対象児童１名

あたり５万円）があわせて受けられます。

住民税非課税世帯へのこども加算分については、別途ご案内いたします。

※当該給付金は差押禁止等及び非課税の対象となります。

南郷地区　令和６年４月１８日（木）

北郷地区　令和６年４月１９日（金）

西郷地区　令和６年４月２０日（土）

予 備 日　令和６年４月２９日（月）※本所、各支所前

狂犬病予防注射代　３，３００円

【犬の登録】

　生後９１日以上の犬を飼育されている方は、飼い始めた日から３０日以内に役場町民生活課又は各地

域課において登録申請し、鑑札の交付を受けてください。登録手数料として３，０００円が必要です。

お問合せ 町民生活課　６６－３６０４

お問合せ 町民生活課　６６－３６０４

給付金の支給額

 

支給対象世帯

申請等について

提出期限

こども加算について

考えよう！一般廃棄物最終処分場 シリーズ32

お問合せ 町民生活課  ６６－３６０４　広域連合  ５３－３４０１

　日向市、門川町、美郷町、諸塚村、椎葉村で構成する日向東臼杵広域連合では、次期広域最終処分

場建設について検討を行っており、これまでの主な経過をお知らせします。

　これまでの各検討委員会の会議資料や会議録を広域連合のホー

ムページに公表しています。ぜひ、ご覧ください。

次期広域最終処分場建設候補地を募集

・１件（美郷町南郷）受付

第１回～第３回次期広域最終処分場用地選定検討委員会を開催

・一次候補地34か所、二次候補地12か所を選定

第４回次期広域最終処分場用地選定検討委員会を開催

・三次候補地３か所を選定（門川町１か所、美郷町２か所）

第５回次期広域最終処分場用地選定検討委員会を開催

三次候補地に該当する地区にて住民説明会を実施（計６回）

日向市一般廃棄物最終処分場及び清掃センターの見学会を実施（計４回）

第６回次期広域最終処分場用地選定検討委員会、第２回正副広域連合長会

議を開催し、最終候補地※（美郷町花水流区）を決定

（※あくまでも候補地であり、建設が決定したわけではありません）

美郷町花水流区にて住民説明会を開催

・最終候補地の選定経緯と結果、今後のスケジュールを説明

第１回～第２回次期広域最終処分場建設検討委員会、正副連合長会議（書

面協議）によって、次期広域最終処分場基本構想を決定

建設候補地において予備調査を開始

・測量調査、地質調査、景観調査、排水先調査は７月末までに完了

・気象調査は令和６年３月まで継続

都城市一般廃棄物最終処分場を視察

・参加者内訳：花水流区13名、仮迫区2名、小川区6名、その他2名

次期広域最終処分場整備事業に係る説明会

・対象：美郷町西郷田代及び耳川内水面漁協（計11名参加）

第３回次期広域最終処分場建設検討委員会を開催

・予備調査の中間報告と検証

美郷町花水流区にて住民説明会を開催

・予備調査の中間報告、地域振興策の上限額について

美郷町花水流区臨時総会の開催

・基本同意※の賛否について検討し可決された

※基本同意：次期広域最終処分場を候補地に建設することを前提に、令和

６年度以降から本格調査を実施することに同意すること。

耳川下流地域及び耳川内水面漁業協同組合を対象とした住民説明を開催

・対象：日向市東郷地区10地区、南部地区６地区

　　耳川漁協、余瀬・飯谷漁協、美幸内水面漁協（計35名参加）

12月～

翌年３月

７月～

12月

３月

６月～

９月

10月

11月

12月～

翌年３月

４月～

翌年３月

５月

６月

８月

９月

10月～

11月

これまでの経過をお知らせします

日向東臼杵

広域連合

次期最終処分場

整備事業ＨＰ

主な経過（実施月・内容）令和

２年

３年

４年

５年
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お問合せ 農林振興課　林政担当　６６－３６０５

 お知らせ I n f o r m a t i o n

お問合せ 税務課　６６－３６０２

固定資産税における土地・家屋価格等の
縦覧について

　令和６年度の固定資産税の評価額についてご確認いただくため、「土地・家屋価格等縦覧帳簿の縦覧」

を、４月 1日（月）から４月３０日（火）まで、無料で縦覧に供します。

縦覧できる方
　　①町内に固定資産（土地･家屋）所有の納税者

　　②納税者から縦覧することについて委任を受けている者

縦覧期間及び時間
　　令和６年４月 1 日（月）から４月３０日（火）まで（平日のみ）

　　午前８時３０分から午後５時１５分

縦覧場所
　　美郷町役場　税務課

　　南郷地域課（南郷支所）

　　北郷地域課（北郷支所）

縦覧の際に持参する書類等
　　①納税者本人であることを確認できるもの（個人番号カード、運転免許証など）

　　②代理人であることを確認できるもの （委任状及び代理人自身の個人番号カードや運転免許

　　　 証など )

その他
　当該年度分の課税台帳閲覧も期間中は無料です。

春の農作業安全確認運動実施中！
　全国で毎年約３００件発生している農作業死亡事故を防ぐため、

３月１日～５月３１日を運動期間としています。農業用機械を使用

される場合は、事前の安全確認、ヘルメット等の安全防具やシートベ

ルトの着用を徹底しましょう。また、気温の上がる時期には、熱中症

による事故が多発します。通気性の高い作業服の着用や、十分な水分

補給を行うなど、事故の未然防止に努めましょう。

　美郷町国民健康保険西郷病院内科の北條健人です。今回は救急救命についてのお話です。

　傷病者の命を救い社会復帰に導くための必要な行為の一連を救命の連鎖と言います。救命の連鎖

は①心停止の予防②早期認知と通報③一次救命処置④二次救命処置と心拍再開後の集中治療から

成り立ち、特に２つ目の輪と３つ目の輪は救急車を待つのではなく現場に居合わせた皆さんにより

行われることが、行わなかったときより生存率が高く、また素早い AED の使用により、生存率や社会

復帰率が高いことがわかっています。美郷町の救急隊 ( 日本救急システム ( 株 )) は非常にレベル

も高く、病院とも連携を取りながら救命率を少しでも上げることができるよう日々努力をしてくれ

ています。現場に居合わせた「町民」みなさんから「救急隊」～「医師」へ命のバトンを引き継いでくだ

さい。

Q１．救急車が到着するまでにできることは何ですか？
　傷病者の状態が、意識もなく、呼吸や心臓の動き(脈拍 )が止まっていたり、物が喉につかえる

窒息状態であったなら、直ちに心肺蘇生法や異物の除去等の応急手当を開始する必要があります。

傷病者の状態が比較的安定しているのであればそれ以上悪化させないような応急の手当をしたう

えで、余裕があれば、診察券や処方されている薬(お薬手帳でも可 )を事前に準備しておくとよい

でしょう。また、家族等が、家の前や、大きな通りまで出て、救急車に合図をするなど、誘導をしてい

ただくと救急隊がスムーズに現場に到着することができます。

Q２．AEDとはなんですか？
　これまで、AEDの使用は、医師、看護師及び救急救命士の医療従事者に限られていました。しかし、

より救命の効果をあげるため、平成１６年７月より、一般市民を含む非医療従事者でもAEDを使用

した除細動の実施が可能となりました。心臓が原因で心停止となった傷病者の場合、その直後は心

臓がけいれんしている場合が多く、早く電気ショックを与えることにより心臓を正常な動きに戻

すことが可能です。その電気ショックを与えることができるのが AED です。除細動処置が 1 分遅れ

た場合には、心室細動の場合、除細動の成功率が７～１０％低下するといわれています。

　1 番大切なことは傷病者がいる時は全て一人でやろうとするのではなく、周りに助けを求めて、

救急車を呼んで救急隊につなげることです。心配になったらいつでも病院に連絡してください。

・保安林の指定又は解除

・保安林における択伐、間伐の届出の受理

・保安林内の立木伐採の許可・通知

・保安林内の作業行為の許可・通知　　など

お問合せ 農林振興課　６６－３６０５

　美郷町では、町民満足度を高めるシステム構築の一貫として、県が行ってきた事務や権限の移譲

を推進しています。令和６年４月１日からは、下記の事務を受けることになりましたのでお知らせ

します。

令和６年度からの権限移譲
～県の事務の一部を町が行います～

町民でもできる救急蘇生法

地域包括医療局からのお知らせ
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 図書館だより

西郷：　５日（金）１６：００～１６：３０

南郷：　６日（土）１０：００～１０：３０

北郷：２０日（土）１０：３０～１１：００

毎週月曜日

２５日（木）　最終木曜日

　花の香りが自然と香ってくるワクワクする季節がやってきました。

新入学生のみなさん、新入社員のみなさんおめでとうございます。新し

い環境に戸惑うこともかるかもしれませんが、困った時は図書館をぜ

ひご利用ください。マナーの本や、疲れた時の対処法など様々な本とお

待ちしております。

今月の休館日お話会予定

図書館
だより

訪問予定日美さ本

l i b r a r y
I n f o r m a t i o n

北  

郷

西  

郷

南  

郷

図書館からのお知らせ

土日の開館時間が変わります
平日同様１８時までの開館となります。どうぞご利用ください。

こどもの読書週間　４月２３日（火）～５月１２日（日）
「ひらいてワクワク　めくってドキドキ」
　こどもの読書週間は１９５９年からはじまり今年で６６回目を迎えます。大人の方も「子どもの時に

読んでいた本」にもう一度出会えるかもしれません。ぜひこの機会に図書館へお越しください。

　期間中は各館イベントを開催する予定です。詳細につきましては、図書館だより５月号にてお知らせ

いたします。

北郷図書館のおはなし会の日時が変わります
日時：毎月第３土曜日　１０：３０～１１：００

　第１回は４月２０日（土）です。どなたでも参加できますのでぜひお越しください。

　また、各館月に１回おはなし会を開催しております。お気軽にお問合せください。

　　　 １０日（水）

09:30　坂元公民館

10:00　坂元営農研修センター

11:00　小黒木公民館

14:00　小原公民館

　　　 １６日（火）

09:40　若宮コミュニティ

　　　 センター

10:15　和田区コミュニティ

　　　 センター

13:45　すぱーく西郷

　　　 １１日（木）

10:15　水清谷上区公民館

10:45　水清谷基幹集落センター

　　１１日（木）

10:20　細宇納間公民館

13:00　美郷北義務教育学校

　　　１７日（水）

10:00　上区公民館

14:00　上野原公民館

　　　１２日（金）

10:00　仮屋公民館

14:00　仁田公民館

　　１２日（金）

10:30　入下公民館

11:10　田谷中組集会所

13:00　長野公民館

　　１９日（金）

09:40　花水流公民館

10:45　峰集会センター

　　 ９日（火）

10:00　黒木公民館

10:50　細宇納間運動公園

11:10　速日公民館

　　 ３日（水）

13:30　小川公民館

　　 ９日（火）

10:30　神門中区公民館

お問合せ 北郷図書館 ６２－６２０５　南郷図書館 ５９－１６０５　西郷図書館 ６２－６２０４

開館時間　９：３０～１８：００
    

一般 風に立つ 柚木裕子

一般 きらん風月 永井紗耶子

一般 いちばんカンタンつみたて投資の教科書 森永康平

一般 トイレからはじめる防災ハンドブック 加藤篤

ＹＡ 車いすでジャンプ！ モニカ・ロー

児童 キュリオとオウムの王子 斉藤洋

児童 葬送のお仕事 井上理津子

児童 ズーミング！旅客機 チャーリィ古庄

絵本 おとうさんは１０３さい 信友直子

絵本 ちっちゃいぼくおっきいぼく たかくさきかえで

一般　 ブラックショーマンと覚醒する女たち 東野圭吾 

一般　ぼくは青くて透明で 窪美澄 

一般　夜明けを待つ 佐々涼子 

一般　二度と忘れない！イラストで覚える大人の教養ことば 齋藤孝 

一般　図解でよくわかる菌ちゃん農法 吉田俊道 

ＹＡ ホワイトバード R・J・パラシオ 

児童 捨てられる魚たち 梛木春幸 

児童 女の子でも総理大臣になれる？国会への道 辻本清美 

絵本 おすしがあるひたびにでた 田中達也 

絵本 おかえり、オオカミ レイチェル・ブライト

一般 一夜　隠蔽捜査１０ 今野敏

一般 まぼろしを織る ほしおさなえ

一般 レーエンデ国物語 多崎礼

一般 磯田道史と日本史を語ろう 磯田道史

一般 がんと診断されたら最初に読む本 勝俣範之

ＹＡ 彼女たちのバックヤード 森埜こみち

児童 まほうのアダブラカタブレット 如月かずさ

児童 一等星図鑑 藤井旭

絵本 いぬのサイモンほねがほしいもん コーリー・Ｒ・テイバー

絵本 おふろのぼうず 乾栄里子

 
※詳しくは美郷町公式 LINE 美郷町ホームページをご覧下さい。

※本のリクエスト等のご要望がございましたら、お近くの図書館にお申しつけください。

　選書の参考にさせて頂きます。　　　　　

種類 書　名 著者名等

新刊図書のご紹介

南
郷
図
書
館

西
郷
図
書
館

北
郷
図
書
館

中山七里/著

　復興が進む被災地に根ざす人々の間で激し

く揺れ動く心情と人間模様を描きながら、完

全密室トリックの謎に迫る。「宮城県警シリー

ズ」最新作。人気シリーズ、堂々の完結編。 

 

ルビー・ブリッジズ / 著

　ルビー・ブリッジズは、６歳のとき、ルイジアナ州の白

人専用の小学校に、初めての黒人生徒として入学した。勇

気を出して人種差別に立ち向かった少女からの「平和の手

紙」。 

 

 

 

(一般) （児童）

彷徨う者たち ルビーの一歩

新刊紹介 ※今月は北郷図書館が担当です。
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 お知らせI n f o r m a t i o nH e a l t h  n e w s  保健だより

　４月２日は「世界自閉症啓発デー」です。２００７年に国連がこの日を

制定して以来、全世界で自閉症をはじめとする発達障害に対する理解を

広めるための取り組みが行われています。

　自閉症や発達障害の特性がある人々は、アンバランスな発達をしており、周りの人には理解でき

ないような行動を表すことがあります。たとえば、多くの人が平気だと感じる音や光、温度やさわ

り心地、味やにおいなどに苦痛を感じることがあります。また、じっとしていなければいけない場

面だとわかっていても、声が出てしまったり体が動いてしまったりして、偏見や誤解が生じること

があります。叱って教えようとすると余計混乱したり、将来に悪い影響を与えることもあるので、

正しい方法を具体的に、穏やかに伝え、根気よく接してください。こういった知識や関わり方のコ

ツを世界中で共有しようという機会が、この「世界自閉症啓発デー」です。

　日本でも、「発達障害者支援法」に基づいた共生社会の実現を推進しており、４月２日～８日を発

達障害啓発週間と位置づけ、東京タワーを青くライトアップするなど、さまざまなイベントや広

報・啓発の取り組みを行っています。詳しくは、厚生労働省と関係団体で組織している「世界自閉

症啓発デー・日本実行委員会」のホームページをご覧ください。

　春キャベツは柔らかく甘味もありサラダに最適。さっとゆ

がいてビタミンたっぷりの生のきんかんと一緒にどうぞ。

春キャベツとスナップエンドウ
のサラダ

美味しい
一皿

美味しい
一皿

ヘルスサポートヘルスサポート
レシピ

（材料）２人分

春キャベツ １２０ｇ　 スナップエンドウ ３０ｇ　 きんかん ２個

塩こうじ ６ｇ　 マヨネーズ ６ｇ　 粗びき黒こしょう 少々　

（作り方）

①スナップエンドウは筋を取っておく。

②春キャベツ、スナップエンドウは、熱湯でさっと色よく

　ゆでて冷水につけ、水気をきっておく。春キャベツはざ

　く切りにし水気を絞る。

③きんかんはスライスして種を除く。

④２と３を塩こうじとマヨネーズであえる。

⑤器に盛り、粗びき黒コショウを上からふる。

お問合せ 健康福祉課　６６－３６１０　

お問合せ 健康福祉課　６６－３６１０　

４月２日は国連の定めた
｢世界自閉症啓発デー」です

　総務省が行う「令和６年全国家計構造調査」の実施にあたり、調査員として従事してくださる方を募集

します。

【全国家計構造調査】とは…
　家計における消費や所得、資産などの実態を総合的に把握し、世帯の所得分布及び消費の水準、構造等

を全国的及び地域別に明らかにすることを目的とする調査です。１９５９年以来５年ごとに実施してお

り、令和６年調査は１４回目に当たります。

〇調査員に応募できる方
　・原則、２０歳以上の方（経験は問いません）

　・調査で知りえる秘密の保持に信頼のおける方

　・税務、警察及び選挙に直接関係のない方

　・暴力団関係者でない方

〇仕事の内容について
　調査対象となる世帯へ訪問し、調査の趣旨や内容を説明のうえ、調査票を配布・回収を行います。

〇調査の期間について
　令和６年１０月～１１月の２カ月間実施します。

※調査員の方は、令和６年７月～８月に調査員事務打合せ会を行い、仕事内容について説明をい

　たします。

令和６年全国家計構造調査の調査員の
募集について

　西郷地区の花水流区（黒木忠幸区長）は、一般社団法人自治総合センターが宝くじの社会貢献広報事業

として実施している「令和５年度コミュニティ助成事業」の助成金を活用

して、地域住民のコミュニティ活動の拠点となる集会施設である「花水流

コミュニティセンター」を整備しました。

　今後、この施設を活用して、更なる地域のコミュニティ活動の活性化が

期待されます。

広がるコミュニティの輪
令和５年度コミュニティ助成事業

申込先・

問合せ先

企画情報課　統計担当　e-mail：tokei-g@town.miyazaki-misato.lg.jp

TEL６６－３６０３　FAX６６－３１３７

＊応募される方は、お電話またはメールで！

お問合せ 企画情報課　６６－３６０３

施 工 主：花水流区

構　　造：木造平屋建て

床 面 積：195.92㎡
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H e a l t h  n e w s  保健だより
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土
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日 曜 行　事　名 場　所　等地区 時　間 担当課等・連絡先

行政相談

各幼稚園入園式

各義務教育学校入学式

乳児健診

行政相談

行政相談

４月定例区長会

南郷

町内

北郷

北郷

西郷

西郷

南郷多目的研修センター

各幼稚園

各義務教育学校

保健センター

北郷保健センター

会議室

西郷ニューホープセンター

小会議室

西郷ニューホープセンター

10:00～12:00

各学校ごと

13:30～15:00

10:00～12:00

10:00～12:00

13:30～15:00

総務課

教育課

健康福祉課

総務課

総務課

総務課

６６－３６０１

６６－３６０８

６６－３６１０

６６－３６０１

６６－３６０１

６６－３６０１

美郷町４月行事予定表

※行事は、都合により変更になる場合もありますので御了承ください。

肺炎球菌感染症とは・・・
　肺炎球菌という細菌によって引き起こされる病気です。日本人の

約３～５％の高齢者では鼻や喉の奥に菌が常在しているとされま

す。この菌が何らかのきっかけで活性化することで、気管支炎、肺

炎、敗血症などの重い合併症を起こすことがあります。

　この予防接種は、肺炎球菌が原因で起きる肺炎予防に効果があり

ます。

〈助成の対象者〉
　過去に 1 回でも肺炎球菌予防接種を受けたことがある方は助成対象となりません。

①満６５歳の方（昭和３４年４月１日以前生まれの方は対象になりません）。

　対象となる方には、誕生日の約１か月前に個別に通知します。

②満６０～６４歳の方で、心臓、腎臓もしくは呼吸器の機能またはヒト免疫不全ウイルスによ

　る免疫機能障害のある方で身体障害者手帳 1 級を有する方、又は同程度の方。

〈自己負担〉 ３,０００円（生活保護受給者の方は無料）。自己負担金以外の金額を町が助成します。

〈接種医療機関〉
※町外医療機関・・・宮崎県医師会もしくは日向市東臼杵郡医師会に加入している医療機関

　事前に希望する医療機関に問合せの上、送付した予診票を持って受診してください。

※町内医療機関･･･一度も接種したことがない７０歳以上の方も３，０００円で接種できます。

　まずは、健康福祉課　保健師までご連絡ください。

　（１） 西郷病院　 　　 接種日：毎週金曜日午後　　

　（２） 南郷診療所　　　 接種日については診療所と相談の上決めます。　　　　

　　　　　　　　　　

　２回目以降は５年を空けて接種できますが、全額自己負担に

なります。金額については、８，０００円～１０，０００円程度か

かります。詳細は各医療機関にお問合せください（西郷病院、南

郷診療所で接種希望の方は健康福祉課までご連絡ください）。

   

    

   

    

    

高齢者の肺炎球菌予防接種について

お問合せ 健康福祉課　保健師　６６－３６１０
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美郷町の人口

０１２０-８６５-５５４
県北救急医療ダイヤル

平日（月曜～土曜）午後 5時～翌朝 8時　日曜 /祝日 /年末年始（12/29 ～ 1/3）

医師や看護師が無料で相談受けます。

通話無料
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　美郷町備長炭製炭技術保存会は令和６年２月２８日（水曜日）、北郷入

下地区において日向備長炭の原木であるアラカシの植樹を行いました。

アラカシを未来へ繋げていくことを目的に毎年行っているもので、今年

は１,６００本を植樹しています。

　美郷町では江戸時代から製炭業が盛んに行われ、その活動により３０

年間隔でアラカシを伐採します。伐採された株が萌芽することで山が若

返り、周りの川や生き物、そして地球環境を守ることに繋がっています。

　美郷町西郷ニューホープセンターで、第４回美郷町異業種交流サロンが開催されました。

　このイベントは、地域ぐるみで取り組む６次産業化を推進するために開催するもので、本年は、

宮崎ひでじビール株式会社の永野社長をお招きして、「大いなる田舎・行縢から世界へ～」と題し、

実際に６次産業化に取り組まれた体験などを交えた基調講演を頂きました。

　また、大阪府にある摂南大学からは、ふるさと納税のデータを活用した分析研究の成果発表があ

り、今後、事業者の方と連携した商品開発等に活用する予定にしています。

　町内の事業者の方から商品開発事業を活用した新商品の紹介が行われ、新たなマーケットでの

販路拡大が期待されます。

　６次産業化に取り組みたい方がいらっしゃいましたら政策推進室までご相談ください。

未来へつなげるもりづくり

第４回異業種交流サロン開催


